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●就業フローチャート　多様な就農への道のり
●相談員からのアドバイス　就業前に考えておくこと
●全国農畜産物マップ
●忘れちゃならない資金の話
●新・農業人フェアで相談しよう！
●農業ってどんな仕事？　農業の体験
●農を学ぼう　農業の学校
●「農業インターンシップ」活用のススメ
●独立就農のA to Z
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●IJUライフの心得
●就農者にインタビュー
　独立就農／ブルーベリー栽培／カフェ経営　　
　観光農園＋カフェ 新しい形を創る
　法人就職／企画・営業　　
　「農」と「人」をつなぐ　それが私の仕事　　ほか

「新規就農ナビゲーションブック」おすすめコンテンツめコ

検　索全国農業図書

し
た
い
仕
事
は
な
ん
で
す
か
？

農
業
を
仕
事
に
し
た
い
す
べ
て
の
人
に
お
く
る
、

就
農
支
援
の
プ
ロ
が
つ
く
っ
た
道
案
内
。

読
む
だ
け
で
、
一
歩
、
未
来
に
近
づ
き
ま
す
。
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ふるさと定住・
雇用情報コーナー
をご活用ください！

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-5-3
福島ビル1階「にほんばし島根館」内
　　0120-60-2357
（最寄駅/地下鉄銀座線・半蔵門線「三越前駅」）

〒530-0047 大阪市北区西天満3-13-18
島根ビル2階「島根県大阪事務所」内
　　0120-70-2357
（最寄駅/地下鉄谷町線「南森町駅」）

〒730-0032 広島市中区立町1-23
こうぎん広島ビル3階「島根県広島事務所」内
　　0800-1006-435
（最寄駅/広電「立町駅」）

※相談日、相談時間は各コーナーによって違いますので、事前にご連絡されることをお勧めします。

東京 大阪 広島

都会にいながら
島根県への
ＵＩターン相談
ができます。

専門の定住
アドバイザーが
UIターンの相談に
応じます。

「ＵＩターン
無料職業紹介」
の登録・相談
ができます。

UIターン
求人情報や
企業情報等が
閲覧できます。

島根県の
ＵＩターン情報が
入手できます。

さあ、“しまね”情報をGETしよう！　場所はこちら

島根県へのUターン Iターンのご相談は…

「しまねＵＩターン総合サイト
くらしまねっと」は、島根のこ
と、仕事や住まい、暮らし、
移住体験など情報がいっぱ
い。島根で未来をさがしませ
んか。
●HPアドレス
　http://www.kurashimanet.jp

「あなたの夢探し・自分探し」
をお手伝い。それが「しまね
の産業体験」。産業体験者と
して認定されると滞在費の助
成（最長1年間）もあります。
農林水産業等をとおして島根
を体験してみませんか。

「くらしまねっと」は
島根のＵＩターン情報が満載！

「産業体験」で島根の
農林水産業等を体感しよう！

島根県地域政策課　しまね暮らし推進室
電話/0852-22-5068電話/0852-28-0690

E-mail　shimane@teiju.or.jp

島根県では、県外在住の皆様のUターンIターン
をお手伝いするために、県外の相談窓口として、
東京・大阪・広島に「ふるさと定住・雇用情報コー
ナー」を設けています。
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東京大学教授　鈴木宣弘
コーネル大学客員研究員　木下順子　

16 農業　春だから、行動あるのみ　発見！！　就農までの道
17 林業　林業体験や就業フェアを活用して就業への一歩を！
18 漁業　就業説明会、体験学習を活用して漁業への理解を深めることが重要！

全国新規就農相談センターの支援事業　
「インターンシップ」、「農業体験・研修」で実際の農業に触れてみよう

19 農園歳時記　第16回　部長暮らす　中村顕治
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農で創る人の絆と地域の力　第13回全国農業担い手サミット  開催!!
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いつも「iju info」をご愛読いただき、誠にありがとうございます。
この度、本誌は、より多くの方に農林漁業、移住情報を提供するため、
webサイト「雑誌オンライン.COM」でもご覧いただけることとなりました。
また、平成23年度の発行は、通常号（年2回）と特別号（不定期）を予定し
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本誌に関するご意見、ご要望はホームページ（http://web-iju.info/）でも
随時受け付けておりますので、よろしくお願い申し上げます。今後も本誌
をご活用、ご愛読いただけると幸いです。

雑誌オンライン.COM 検  索
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TPP参加問題と
日本農業

どうなるT
PP 

いまこそ
考えてみよ

う！

に
わ
か
に
浮
上
し
た

T
P
P
問
題

日
本
は
T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交

渉
に
参
加
す
る
べ
き
か
否
か
。
こ
の
問
題
が

2
0
1
0
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
政
治
の
大
き
な
争

点
と
し
て
に
わ
か
に
浮
上
し
た
。

T
P
P
と
は
、
太
平
洋
周
辺
の
国
々
が
参
加

し
て
、
貿
易
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
関
税
・
非

関
税
措
置
な
ど
の
撤
廃
を
め
ざ
す
自
由
貿
易
協

定
で
あ
る
。

2
0
0
6
年
5
月
に
チ
リ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ル
ネ
イ
の
4
カ
国
で

す
で
に
発
効
し
て
い
る
協
定
を
母
体
と
し
て
、

現
在
ま
で
に
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ペ

ル
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
参
加
意
思

を
表
明
し
、
関
税
撤
廃
の
例
外
措
置
を
一
切
認

め
な
い
と
い
う
厳
し
い
ス
タ
ン
ス
で
交
渉
が
進

行
中
で
あ
る
。
日
本
政
府
も
、
次
回
会
合

（
2
0
1
1
年
11
月
）
ま
で
の
正
式
参
加
を
め

ざ
し
て
早
急
に
国
内
対
策
を
つ
め
る
と
い
う
意

向
を
示
唆
し
て
い
る
。

だ
が
、
T
P
P
参
加
国
を
相
手
に
日
本
が
す

べ
て
の
関
税
・
非
関
税
措
置
を
撤
廃
す
れ
ば
ど

う
な
る
か
。
国
内
の
産
業
構
造
や
雇
用
、
そ
し

て
国
民
生
活
全
体
が
甚
大
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
影
響
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
は
分
析
や
議
論
が
ま
だ
追
い
つ
い
て
い

な
い
し
、
メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
十
分
に

予
測
で
き
な
い
部
分
も
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
時
点
で
積
極
的
な
参
加
意
向
を
表
明
し

た
政
府
の
対
応
は
性
急
に
す
ぎ
る
と
し
て
、
与

党
内
部
で
も
賛
否
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

T
P
P
と
は
何
か

T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
は
、
最
近

よ
く
耳
に
す
る
F
T
A
（
自
由
貿
易
協
定
）
の

一
種
で
あ
る
。

F
T
A
と
は
、
協
定
国
間
で
の
貿
易
自
由
化

を
め
ざ
し
て
関
税
・
非
関
税
障
壁
削
減
な
ど
の

取
り
決
め
を
行
う
協
定
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は

少
数
の
ほ
う
が
交
渉
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
や
す

い
た
め
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
二
国
間
で
の

F
T
A
だ
が
、
多
国
間
F
T
A
へ
の
機
運
も

高
ま
っ
て
い
る
。
も
し
T
P
P
が
合
意
に
至
れ

ば
、
従
来
か
ら
米
国
が
提
唱
し
て
い
る

A
P
E
C
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）

21
カ
国
で
の
広
域
自
由
貿
易
圏
（
F
T
A
A
P
）

の
実
現
に
向
け
た
一
里
塚
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
E
U
（
欧
州
連
合
）、

N
A
F
T
A
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
な
ど
と

拮
抗
す
る
大
き
な
経
済
圏
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
。F

T
A
の
本
質
は
、
メ
ン
バ
ー
間
で
結
束
し

て
、
他
国
と
異
な
る
好
待
遇
を
与
え
合
う
こ
と

で
経
済
利
益
を
高
め
る
点
に
あ
る
。
一
方
、
メ

ン
バ
ー
以
外
の
国
は
「
仲
間
は
ず
れ
」
の
不
利

益
を
早
急
に
回
避
し
よ
う
と
し
て
、
世
界
の

F
T
A
は
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
韓
米
F
T
A
の
合
意
成
立
に
よ
っ

て
韓
国
車
や
韓
国
製
家
電
製
品
は
ゼ
ロ
関
税
で

対
米
輸
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
損
失
を

逃
れ
た
い
日
本
の
自
動
車
・
輸
出
家
電
部
門
は

日
米
F
T
A
の
推
進
を
政
府
に
強
く
要
請
し
て

い
る
。
T
P
P
へ
の
参
加
推
進
論
の
背
景
に
も
、

将
来
的
に
ア
ジ
ア
の
大
自
由
貿
易
圏
に
成
長
す

る
と
見
込
ま
れ
る
T
P
P
に
乗
り
遅
れ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
、
産
業
界
や
政
府
の
焦
り
が
あ

る
。T

P
P
の

日
本
経
済
へ
の
影
響

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
F
T
A
（
自
由
貿
易
協

定
）
戦
略
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
重
点
を
置
い
て
、

重
要
品
目
の
例
外
化
の
確
保
な
ど
柔
軟
性
あ
る

連
携
関
係
を
段
階
的
に
増
や
す
こ
と
を
め
ざ
し

て
き
た
。
す
で
に
締
結
さ
れ
て
い
る
相
手
国
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

チ
リ
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
（
大
筋
合

意
）、
及
び
A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）。
こ
れ
に
加
え
て
、
政
府
間
交
渉
中
の

韓
国
（
中
断
中
）、
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

そ
し
て
事
前
協
議
中
の
モ
ン
ゴ
ル
、
及
び
日
中

韓
F
T
A
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
方
向
性
は
T
P
P
（
環
太

平
洋
連
携
協
定
）
参
加
で
一
気
に
く
つ
が
え
さ

れ
、
全
関
税
の
撤
廃
に
い
き
な
り
踏
み
切
ら
ね

ば
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
そ
う

な
れ
ば
、
ま
ず
日
本
の
農
業
生
産
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
農
業

だ
け
で
な
く
、
工
業
分
野
で
も
繊
維
製
品
、
皮

革
・
皮
革
製
品
、
履
物
な
ど
少
な
か
ら
ぬ
品
目

の
生
産
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
。

一
般
に
輸
出
産
業
は
大
き
な
利
益
を
得
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
現
地
生
産
が
進
ん
で
い

る
昨
今
で
は
、
関
税
撤
廃
の
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
海
外
展
開
の
あ
る
企
業
は
2
0
0
0
社
に

1
社
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
ほ
か
の
大
多
数
（
多

東京大学教授　鈴木宣弘
コーネル大学客員研究員　木下順子
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東京大学本郷キャンパスにて。鈴木宣弘氏
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く
は
中
小
零
細
企
業
）
は
い
っ
そ
う
安
い
輸
入

品
と
の
競
争
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。
消
費
者
は

輸
入
品
を
さ
ら
に
安
く
買
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
期

待
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
製
造
業
の
海
外

移
転
が
さ
ら
に
進
ん
で
産
業
が
空
洞
化
す
れ

ば
、
雇
用
減
少
に
つ
な
が
る
懸
念
も
あ
る
。
ご

く
一
部
の
輸
出
産
業
と
一
面
的
な
消
費
者
利
益

の
た
め
に
、
ほ
か
に
ど
れ
だ
け
の
国
益
が
失
わ

れ
る
の
か
を
、
中
長
期
的
な
視
点
で
総
合
的
に

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

コ
メ
な
ど

農
産
物
関
税
撤
廃
の
影
響

T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
参
加
国
に

は
米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
輸
入
額
の

中
で
日
本
の
農
産
物
の
重
要
品
目
（
コ
メ
、
乳

製
品
、
牛
肉
、
砂
糖
、
小
麦
な
ど
）
の
割
合
が

非
常
に
高
い
国
々
が
含
ま
れ
、
そ
の
例
外
化
を

日
本
が
主
張
し
て
も
理
解
を
得
ら
れ
る
と
は
考

え
に
く
い
。

も
し
、
T
P
P
で
重
要
品
目
の
関
税
ま
で
全

廃
さ
れ
れ
ば
、
補
償
措
置
を
何
も
行
わ
な
い
場

合
は
、
日
本
の
農
業
生
産
額
は
4
・
1
兆
円
減

少
し
、
農
業
関
連
産
業
の
損
失
も
含
め
た

G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
ベ
ー
ス
の
損
失
額
は

7
・
9
兆
円
に
の
ぼ
る
と
農
水
省
は
試
算
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
全
世
界
に
対
し
て
農
産
物
を

ゼ
ロ
関
税
に
す
る
こ
と
と
ほ
ぼ
同
じ
影
響
だ
と

い
っ
て
よ
い
。

農
業
へ
の
影
響
度
は
生
産
額
変
化
を
見
る
だ

け
で
な
く
、
失
わ
れ
る
農
業
の
多
面
的
機
能
の

価
値
も
考
慮
し
た
総
合
評
価
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
を
失
っ
た
地

域
社
会
が
崩
壊
し
、
農
地
が
失
わ
れ
て
日
本
の

風
景
が
変
わ
っ
て
い
く
。
ま
た
、
す
で
に
先
進

国
で
最
低
水
準
の
40
％
と
い
う
日
本
の
食
料
自

給
率
は
、
10
％
代
に
急
落
す
る
。
こ
れ
は
、
国

民
の
命
の
根
幹
を
な
す
食
料
を
ほ
と
ん
ど
海
外

に
依
存
す
る
と
い
う
、
食
料
安
全
保
障
上
の
大

き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
主

食
の
コ
メ
も
ほ
と
ん
ど
自
国
で
生
産
で
き
な
い

な
か
、
2
0
0
8
年
の
よ
う
な
輸
出
規
制
が
起

こ
れ
ば
、
ハ
イ
チ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
メ
暴
動

は
ま
っ
た
く
の
他
人
事
と
は
い
え
な
く
な
る
。

こ
れ
は
農
家
保
護
の
問
題
で
な
く
、
国
民
生
活

と
国
家
存
立
の
問
題
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
水
田
が
失
わ
れ
れ
ば
、
生
物
多

様
性
保
全
機
能
、
洪
水
防
止
機
能
、
地
下
水
涵

養
機
能
、
土
壌
崩
壊
防
止
機
能
、
水
質
浄
化
機

能
、
窒
素
循
環
機
能
な
ど
の
環
境
維
持
機
能
が

失
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
多
面
的
機
能
喪
失
の
影
響
は
、

G
D
P
に
直
接
的
に
は
表
れ
て
こ
な
い
が
、様
々

な
方
法
で
金
銭
換
算
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
お

り
、
農
水
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
3
・
7
兆
円
に

の
ぼ
る
損
失
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
T
P
P
参

加
の
経
済
的
利
益
と
し
て
内
閣
府
が
公
表
し
た

2
・
4
〜
3
・
2
兆
円
（
G
D
P
の
純
増
）
よ

り
も
大
き
い
。

日
本
の
F
T
A
は
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

共
存
共
栄
が
鍵

T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
参
加
問
題

は
、
拡
大
す
る
欧
州
圏
、
米
州
圏
に
対
し
て
、

日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
が
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
と
い
う
戦
略
の
問
題
で
も
あ
る
。

米
国
は
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）

な
ど
で
米
州
圏
の
足
場
を
固
め
て
か
ら
、
急
成

長
す
る
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
膨
大
な
利
益
を
得

て
い
る
中
、
ア
ジ
ア
の
国
々
だ
け
で
ま
と
ま
っ

て
米
国
が
「
仲
間
は
ず
れ
」
に
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
動
き
に
は
強
く
反
対
し
て
い
る
。
米
国

の
主
導
で
始
ま
っ
た
T
P
P
交
渉
は
、
む
し
ろ

ア
ジ
ア
圏
形
成
に
対
す
る
米
国
の
攪
乱
戦
略
の

一
つ
だ
と
考
え
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

欧
州
圏
や
米
州
圏
に
対
す
る
政
治
経
済
的
カ

ウ
ン
タ
ベ
イ
リ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
（
拮
抗
力
）
を

構
築
す
る
た
め
に
も
、
日
本
の
F
T
A
（
自
由

貿
易
協
定
）
戦
略
は
ま
ず
ア
ジ
ア
圏
の
強
化
を

優
先
課
題
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
、
米
国
や
E
U
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
の
関
係
を
軽
視
し
て
よ
い

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
対
等
な
立
場
で
本
当

の
意
味
で
の
友
好
関
係
を
築
く
た
め
に
も
、
そ

の
前
提
と
し
て
の
ア
ジ
ア
の
結
束
と
共
存
共
栄

関
係
の
強
化
が
ま
ず
重
要
な
の
で
あ
る
。

日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
F
T
A
で
、
重
要
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品
目
の
例
外
扱
い
に
つ
い
て
相
手
国
の
理
解
を

得
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
協
力
と
自
由

化
の
バ
ラ
ン
ス
」
で
あ
る
。

例
え
ば
、
日
・
タ
イ
F
T
A
で
は
、
農
業
分

野
で
の
援
助
協
力
事
業
の
拡
充
な
ど
を
日
本
が

打
ち
出
し
た
こ
と
が
農
業
分
野
の
ス
ム
ー
ズ
な

妥
結
に
つ
な
が
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の

F
T
A
で
は
、
小
規
模
農
家
が
生
産
す
る
モ
ン

キ
ー
バ
ナ
ナ
や
小
さ
い
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
に

優
先
的
な
関
税
撤
廃
や
無
税
枠
設
定
を
約
束
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
側
が
重
要
品
目
の
自

由
化
の
度
合
い
を
低
く
す
る
代
わ
り
に
、

F
T
A
の
利
益
か
ら
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
相
手

国
の
零
細
農
民
や
農
村
の
貧
困
解
消
と
所
得
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
互
恵
的
な
連

携
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

本
当
に
「
強
い
農
業
」
と

食
の
未
来
に
向
け
て

農
業
の
体
質
強
化
の
必
要
性
を
議
論
せ
ず
に

T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
に
反
対
す
る

こ
と
を
問
題
視
す
る
声
も
あ
る
。
確
か
に
、
日

本
の
食
料
生
産
基
盤
は
就
業
人
口
減
少
と
高
齢

化
で
す
で
に
弱
体
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
重

く
受
け
止
め
、
国
民
へ
の
基
礎
食
料
供
給
と
国

土
・
地
域
保
全
と
い
う
社
会
的
使
命
を
今
後
と

も
果
た
せ
る
よ
う
に
、
本
当
の
意
味
で
の
「
強

い
農
業
」
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
単
純
に
規
模
拡
大
し
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
で
果
た
せ
る
こ
と
で
は
な

い
。
そ
の
努
力
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
新
大
陸
型
農
業
国
と
同

じ
土
俵
で
戦
っ
て
も
と
う
て
い
競
争
に
な
ら
な

い
。「

少
々
高
く
て
も
本
物
だ
か
ら
、
あ
な
た
の

も
の
し
か
食
べ
た
く
な
い
」
と
い
う
消
費
者
を
、

地
元
地
域
や
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
食
料

品
を
高
く
評
価
し
て
い
る
ア
ジ
ア
や
世
界
に
も

っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ス

イ
ス
の
農
業
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
、
動
物
福
祉
、

生
物
多
様
性
、
景
観
な
ど
へ
の
取
組
み
を
よ
り

徹
底
す
れ
ば
、
価
格
は
割
高
で
も
消
費
者
は
納

得
し
て
買
っ
て
く
れ
る
、
そ
の
点
で
、
ほ
か
の

国
々
の
取
組
み
の
常
に
上
を
行
く
と
い
う
自
信

を
持
っ
て
い
る
。
環
境
に
も
、
動
物
に
も
、
生

き
物
に
も
優
し
い
生
産
過
程
で
作
ら
れ
た
も
の

が
、
人
に
優
し
い
「
本
物
」
の
農
産
物
だ
と
い

う
消
費
者
の
積
極
的
な
理
解
を
、
日
本
で
も
高

め
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

水
田
の
4
割
も
減
反
で
抑
制
す
る
の
で
は
な

く
、
生
産
力
を
フ
ル
に
活
か
し
て
「
い
い
も
の

を
少
し
で
も
安
く
」
と
い
う
視
点
で
販
路
を
拡

大
し
、
将
来
的
に
は
輸
出
や
食
料
援
助
も
見
据

え
て
日
本
の
コ
メ
で
世
界
に
貢
献
す
る
と
い
う

戦
略
に
重
心
を
移
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
の
予
算
は
、
日
本
と
世
界
の
安
全
保
障

に
つ
な
が
る
防
衛
予
算
で
も
あ
り
、
海
外
援
助

予
算
で
も
あ
り
、
農
水
予
算
の
枠
を
超
え
た
国

家
戦
略
予
算
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
予
算
査
定

シ
ス
テ
ム
へ
の
抜
本
的
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

米
国
の
し
た
た
か
な
食
料
戦
略
を
支
え
る
仕
組

み
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

●TPP
Trans-Pacific Partnership/Trans-Pacific Strategic 
Economic Partnership Agreement
環太平洋連携協定／環太平洋戦略的経済連携協定／
環太平洋パートナーシップ協定

協定国間の工業品、農業品、金融サービスなどを含めた全品目
の関税を原則として完全撤廃を目指す自由貿易協定。2010 年 10
月から日本も参加の検討を始めた。

●FTA
Free Trade Agreement
自由貿易協定

２カ国間または複数国で貿易自由化を行うことにより、物品の関
税、数量制限など貿易の障壁を相互に撤廃し、利益を享受する
ことを目的とした協定。日本は、シンガポール、メキシコ、マレー
シア、チリ、タイ、インドネシア等と締結。

●APEC
Asia-Pacifi c Economic Cooperation
アジア太平洋経済協力会議

アジア太平洋地域の持続可能な発展を目的として、同域内の国
と地域が参加する経済協力の枠組み（フォーラム）。日本は、発
足当初（1929 年）から参加している。貿易自由化、経済・技術
協力、人材開発、温暖化防止などを推進。

●FTAAP
Free Trade Area of Asia-Pacifi c
アジア太平洋自由貿易地域

APEC加盟国全域で物品、投資などの自由貿易を実現しようと
いう構想。日本を含むアジア諸国が米国とFTAを締結すること
を意味し、世界の人口４割、国内総生産（GDP）６割を占める
巨大経済圏の創設を目指している。

●NAFTA
North American Free Trade Agreement
北米自由貿易協定

米国、カナダ、メキシコの 3カ国で結ばれた自由貿易協定。
1994 年に発効後、域内における貿易は拡大し、米国の企業や製
品が大量にメキシコへ流入した。そのことにより、メキシコ経
済を圧迫し、特に農業では農民の 4割が離農。

●ASEAN
Association of South-East Asian Nations
東南アジア諸国連合

東南アジア10カ国の経済・社会・文化的発展、政治・経済的
安定の確保等を目指した地域協力機構。加盟国の近年の急激な
経済成長と人口増加によって、存在が大きくなっている。

●重要品目
農産物の品目のうち、貿易自由化が進むことにより、その生産
や関連する産業に大きな打撃が及ぶと予想される品目（コメ、
乳製品、牛肉、砂糖、小麦など）のこと。センシティブ品目と
も呼ばれる。

用 語 解 説
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農で創る人の絆
き ず な

と地域の力
第13回全国農業担い手サミット 開催!!

「
第
13
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
し
ま

ね
」
が
2
0
1
0
年
11
月
9
〜
12
日
の
4
日
間
、

島
根
県
出
雲
市
の
浜
山
体
育
館
「
カ
ミ
ア
リ
ー

ナ
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
、「
農
で
創
る
人

の
絆

き
ず
な

と
地
域
の
力
〜
神
話
の
国
で
語
ら
う
縁

え
に
し

の

集
い
〜
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
認
定
農
業
者

（
※
）、
集
落
営
農
組
織
関
係
者
、
女
性
農
業
者

な
ど
1
7
0
0
人
余
り
が
参
加
し
た
。
交
流
や

相
互
研
さ
ん
を
通
じ
て
経
営
課
題
へ
の
認
識
を

深
め
農
業
・
農
村
の
未
来
を
語
り
合
っ
た
。

10
日
の
全
体
会
で
は
、
優
良
経
営
体
表
彰
の

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
3
経
営
体
の
表

彰
と
、
う
ち
1
事
例
の
基
調
報
告
、
パ
ネ
ル
ト

ー
ク
を
交
え
た
３
つ
の
経
営
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
全
体
会
の
前
後
に
は
、
県
内
の
13
の
地
域

に
分
か
れ
情
報
交
流
会
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、

特
産
物
の
生
産
や
集
落
営
農
組
織
の
取
り
組
み
、

高
級
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
生
産
現
場
で
あ
る
隠
岐
地

域
の
視
察
な
ど
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

全
28
コ
ー
ス
で
現
地
研
修
が
行
わ
れ
た
。

※認定農業者
農業経営基盤強化促進法に基づき、農業経営を営む
者または営もうとする者が作成した「農業経営改善
計画」が市町村に認定を受けると、認定農業者とな
れる。「農業経営改善計画」には、5年後の目標（も
っと経営面積を大きくしたい、農業生産のムダを省
きたい、コスト管理をしっかりしたい、労働時間を短
くしたいなど）とその達成のための取り組み内容を記
載する。認定者には、税制の特例や農業機械や施設
導入時に融資が受けられるなどの特典がある。

全体会で挨拶をする溝口島根県知事

青年農業者から説明を受ける皇太子殿下（左）
現地研修の様子（右）

全国農業担い手サミットとは？
　全国農業担い手サミットは、農業者による手づくりの大会。農業経営
の改善・発展を目指す全国の認定農業者（※）との交流により、自らの
経営目標達成に向けた研さんを積むとともに、我が国の食料・農業・農
村のありようについて、議論・意見交換をしている。1998年度以降、毎
年秋に開かれ、2010年で13回目を迎えた。第11回から皇太子殿下のご
臨席をたまわっている。
　日本の農業・農村は、農業従事者の減少・高齢化、耕作放棄地の増加
などにより、農業生産・経営活動や集落機能の低下・停滞が懸念されて
いる中で、戸別所得補償制度の導入など、食料自給率50%を達成するた
めの新たな試みがスタートするなど、大きな転換期を迎えている。こうし
た課題について、地域農業のリーダーといえる認定農業者や集落営農組
織関係者が食料自給力の向上や集落営農への組織化、経営体質の強化、
次代の青年農業者の育成などの実現に向けて開催している。
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社団法人新潟県農林公社

〒950-0965　新潟市中央区新光町15-2　FAX:025-281-3481
e-mail:ikusei@niigata-inet.or.jp　　　URL:http:/www.n-naic.com

025（281）3480
社団法人新潟県農林公社　青年農業者等育成センター
●お問い合わせ先就農情報をタイムリーにキャッチ！

『にいがた新規就農・就業支援メールマガジン』
会員募集中
登録は新潟県青年農業者等育成センターのホームページからどうぞ

就農のための研修をはじめ、農業経営開始に必要な機械・施設等の整備まで、
あなたの「やる気」をサポートします。

新潟県はUIJターンの皆様を応援します。

自然あふれる“にいがた”の大地で
農業をやってみませんか！

　新潟県農林公社では、就農・農業法人
等への就業や研修、さらには田舎暮らしの
相談を受け付けています。
　また、県内外のイベントにも出展し相談活
動を行っています。
・新・農業人フェア  （東京、大阪他）
・にいがた就農・田舎暮らし相談会（東京）
・にいがた暮らしガイダンス（東京）
・新規就農・就業チャレンジフェア（新潟）

Ｕ・Ｉターンや定年就農等、新潟県内で新たに農業を始めた
いと考えている人や農業生産法人への就職を希望する人を
対象に、農業経営に必要な基礎的知識や実践的な技術を
体系的に修得できる１年制の研修を新潟県農業大学校で実
施します。

新潟県農業大学校へ月１回程度の通学により、稲作、野菜、
果樹、花き、畜産の５コースで、基礎的な理論や農業経営・
農業機械の知識・技術が修得できます。 

県指導農業士等を講師として実践的な技術、経営管理能
力、組織運営能力を修得するほか、地域社会への奉仕精神
等を学び、総合的な実践能力の向上と農業経営への意欲
向上が図れます。

農のある暮らし志向者。モデル集落で農業・生活体験１泊２
日。(H22年度は小千谷市冬井地区）

新たに農業を志向する方。農業法人等で農業体験１泊２日
または２泊３日。（H22年度は柏崎地区、上越地区）

まずは
相談して
みよう

農業体験研修
（組織受け入れ）

田舎暮らし体験
（集落受け入れ）

ニュー農業塾

にいがた就農
アカデミー

新潟やる気
農業塾

新潟県農林公社
青年農業者等
育成センター

農業普及指導
センター

新潟県農業大学校

研修機関等

新潟県の就農準備研修等

はさぎのある新潟平野から弥彦山（標高634m＝東京スカイツリー）を望む

研修名 対象・内容
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お問合せ先

岩手県政策地域部地域振興室（定住・交流サポートセンター）

イーハトーヴへようこそ
いわてへの定住・交流を
応援します。

　いわてへのU・J・Iターンに関する窓口である「定住・
交流サポートセンター」は岩手県庁内にあります。
　岩手県で暮らす際の様々なご相談に対し、県内市町
村や、東京・銀座にあるアンテナショップ　いわて銀河
プラザ内「いわて定住・交流支援センター」、住居に関
する相談も含めた総合窓口の「いわて暮らし・田舎暮らし
サポートセンター」と連携して対応するほか、県内の広域

振興局に約80名の「定住・交流サポーターズ」を配置し、各地域で実際に移住・
定住をお決めになられた方々へのフォローも行っています。
　個別の事情に合わせて移住・定住のお手伝いをさせていただきますので、まず
はお気軽にお問い合わせください。

定住・交流サポートセンター（岩手県政策地域部地域振興室）
住所：〒020-8570

岩手県盛岡市内丸10-1　岩手県庁８階
TEL：019-629-5194　　FAX：019-629-5219
E-mail：AB0007@pref.iwate.jp
ホームページ【定住・交流サポートセンター】http://www.pref.iwate.jp/̃uji_turn/
　　　　　 【いわて暮らし・田舎暮らしサポートセンター】http://www.iwate-iju.jp/

いわて定住・交流支援センター（岩手県東京事務所）
住所：〒104-0061

東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル１階
いわて銀河プラザ内

TEL：03-3524-8284
FAX：03-3524-8286
E-mail：u-tokyo@pref.iwate.jp

▲いわての持ち味や独自性を素直にこめた定住・交流のキャッチコピーです。

▲世界遺産登録をめざす「平泉の文化遺産」・
中尊寺金色堂。

▲宮沢賢治や石川啄木も歌に
　詠んだ岩手山。

長野県　飯田市

お問い合わせ先

〒395-0817　長野県飯田市鼎東鼎281
FAX. 0265（52）6181　E-mail：worholi@city.iida.nagano.jp
ホームページ：http://www.city.iida.lg.jp/waki/

0265（21）3217

長野県飯田市役所農業課内
ワーキングホリデー事務局

●日程／第1回：4月28日（木）～5月1日（日）3泊4日
第2回：5月  2日（月）～5月5日（木）3泊4日

●宿泊／作業をする農家(食事は、初日の夕食から最終日
の昼食まで付きます。)
●作業内容／リンゴや梨の摘花・摘果作業、野菜・酪農・
花卉等の作業。
●募集人員／未定。(受入農家数によりますので、応募者
多数の場合はご参加いただけない場合があります。)
●参加費用／なし。（往復交通費は参加者負担。）
●参加資格／農業に関心・興味をお持ちの方で、農作業
をまじめにやってみたい方。16歳以上70歳未満。性別
は問いません。お子様やペットの同伴はご遠慮ください。
●申込期限／３月中旬を予定
　（インターネットでの申込受付は3月1日（火）開始予定）
●応募方法／ワーキングホリデー飯田のホームページ又は
所定の参加申込書によりお申し込みください。

　＊参加申込書は、電話等でご請求ください。＊電話での参
加申込みは受け付けておりません。ご了承ください。
●参加の可否／参加いただく20日程度前までに事務局よ
りお知らせします。

募集要項空明るく、風匂やかなるまちと詠われる南信州飯田。南アルプスと中央アルプスに囲まれた果樹
園では、リンゴや梨、桃の木々が春の訪れを静かに待っています。今春も、ここで農作業をお手伝
いしてくれる「ワーキングホリデー」参加希望者を募集します。これは、「観光向けの農業体験」で
も「農業研修」といったものでもありません。農作業でとても忙しい農家のお手伝いをしていただ
くもので、お客様扱いはできません。でも農家の生活にどっぷりと浸かり、畑で汗を流し、いろん
なことを教わりながらの4日間は生産の喜びや食べ物の美味しさを実感できるものと思います。
都市では経験できないことも多く、また、農家の方ともふれあえる、めったにないチャンスですよ。

○労働力と宿泊のgive and take。田舎の農家さんのお手伝いをすること
で、都会生活や仕事のストレスが溜まっている心身をリフレッシュできます。
○時間的な余裕のある人が、人の応援を必要としているところに行って、役
立つことは意義のあることだと思います。農家の現場に実際に行って体
験することは、テレビなどで見ること、聞くこととは大いに違いがありました。

○野菜農家での体験は初めてで、早朝のマーケットへの出荷から、じゃがい
もの選別、晴天の下での長ネギ収穫などとても楽しく、また来たいと思えま
した。
○どうしてワーキングに？ワ
ーキングのきっかけは？と
いつも聞かれます。「なぜ
だか、また来たくなってし
まうから」と答えてしまいま
す。単純な繰り返しの農
作業も、人の五感をいつ
の間にか使っています。
農作業をしているといつ
の間にか無心になれる、
そんな魅力がここにはあ
るみたいです。

農作業のお手伝いをし、汗を流す。
農家でごはんを食べる、宿泊する……。
南信州・飯田市で4日間だけの農業体験。

リンゴ摘花作業

桜と風越山

2010年秋に参加された方の言葉から

長野

松本

岡谷

至名古屋

至豊橋

至山梨、東京
中央自動車道

新幹線

JR飯田線

塩尻

飯田市

小諸 軽井沢

信濃大町
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富山県で畜産経営に
チャレンジしませんか？

＊農場についての詳しい情報が必要な方や農場見学を希望される方は、下記の問い合せ先までご連絡ください。

畜産を経験された方、また、新規に畜産経営を行ってみたい方はご連絡ください。
なお、詳細については農場所有者との話し合いになります。

一緒に経営を行ってくれるパートナーを募集している農場

県内の畜産経営者の中には、現在、後継者不足等により、農場継承（売却・賃貸）を希
望している、または、一緒に経営を行ってくださるパートナーを募集している農場があ
ります。日本の真ん中、自然豊かな富山で畜産を始めてはいかがでしょうか。

【肉用牛】（賃貸）

所在地 富山市（平成22年3月廃業）
飼養規模 120頭規模の肥育可能
土地面積 施設用地……696.6㎡（借地）
 採草放牧地…35,000㎡（借地）
施設 肥育舎3棟　堆肥舎1棟
 機械庫1棟

農場の特徴
　○施設周辺に採草放牧地があり、自給飼料が生産できる環境
賃貸条件等
　○借地料程度の支払いで可、○水田1.3haも賃貸したい意向

農場の特徴
　○近隣に2戸の畜産農家（肉用牛、酪農）がいます
賃借条件等
　○賃貸可能

【酪　農】（売却・賃貸）

所在地 高岡市（平成22年9月廃業）
飼養規模 52頭の搾乳可能
施設用地 畜舎……440㎡
施設 牛舎1棟
 堆肥舎（共同）1棟
 飼料庫1棟

農場の特徴
　○施設周辺に採草放牧地がある、○良質な自然水が利用できる
賃貸条件等
　○希望すれば賃貸も可

経営者の考え
○敷地は地元の養豚組合から借りています。環境対策には特に気を配っています。
○まず、会社の構成員になって一緒に働いてもらい、いずれ農場継承を希望する方を探しています。

【肉用牛】（売却・賃貸）

所在地 南砺市
飼養規模 90頭規模の肥育可能
土地面積 施設用地……816㎡
 採草放牧地…30,000㎡（借地）
施設 肥育舎１棟　堆肥舎1棟

【養　豚】

所在地 南砺市
飼養規模 繁殖母豚…300頭、肥育・育成豚…3,000頭
土地面積 繁殖舎1,600㎡、肥育舎1,800㎡
 育成舎1,080㎡、敷地面積23,000㎡（組合有）
施設 繁殖舎4棟　肥育舎4棟　育成舎3棟
 堆肥舎2棟、浄化槽(脱水機付)1基
構成員 経営主(58歳 )、妻、従業員3人

富山県農林水産部農業技術課
畜産振興班
〒930-8501  富山市新総曲輪1番7号
TEL： 076（444）3288
FAX： 076（444）4409

社団法人 富山県農林水産公社
農業担い手育成課
〒930-0096  富山市舟橋北町4番19号
TEL： 076（441）7396
FAX： 076（444）3851
URL：http://www.taff.or.jp
E-mail：nou6@taff.or.jp

Toyama

農場継承（売却・賃貸）を希望している農場　売却価格・賃貸料等については農場所有者との話し合いになります。

1　実習開始時期
畑作・酪農：4～ 5月頃の予定
で原則３か月以上

2　応募資格
21～ 35歳の男女で普通自動車
の免許を持っている方

3　実習内容
畑作：野菜類の種苗植え・除草
作業・収穫作業など

4　宿泊施設
　宿泊研修施設等
　（バス・トイレ付き個室、自炊）

5　実習時間
　原則8時間
　畑作：午前8時～午後5時
　酪農：午前6時～午後9時
　※実習先により異なる

6　定員
受入れ先や予算の範囲内で
決定

●ステップ1
新規就農にあたっては、農業の知識
と経験を身に付ける必要がありま
す。そのための研修期間を制度化
し、あなたの就農をサポートします。

●ステップ2
研修期間が終わると、今度は独立。
独立資金は小さくはないので、資金
面でもあなたの就農をサポート。

●ステップ3
独立してもすぐに農業経営が軌道
に乗るわけではないので、軌道に乗
るまであなたの就農をサポート。

農業実習生募集情報 新規就農者募集情報

北海道 遠別町（日本最北の米どころ）

〒098-3543　北海道天塩郡遠別町字本町3丁目　　FAX 01632（7）3695
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/
メールアドレス　農業実習：nougyou@town.embetsu.hokkaido.jp
　　　　　　   新規就農：nourin@town.embetsu.hokkaido.jp

01632（7）2111
農業実習生担当／農業委員会　　新規就農者担当／経済課農林係
遠別町役場

豊かな自然に囲まれた
北の大地で
心地よい汗を流してみませんか
北の大自然の中で汗を流し、
夜には満天の星を眺める生活を一度体験してみませんか。
新しい自分を発見できるかもしれませんよ。
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高知県立農業大学校  研修課「窪川アグリ体験塾」

高知県立農業大学校
研修課「窪川アグリ体験塾」

新・農業人フェア
（就農相談会）日程
東京・大阪会場では、
高知県ブースを出展予定

〒786-0042　高知県高岡郡四万十町黒石665
FAX. 0880（24）1272
0880（24）0007  担当／川瀬、前田

就農希望者長期研修新いなかビジネススクール
　Ｉ・Ｕターン等で就農を目指す方に、
宿泊しながら自主的に学べる実践的
な農業技術研修です。
　目的や希望（野菜・水稲・果樹・農業
機械等）に応じて、主体的に研修できます。
　栽培実習を中心に、同校教育課や
試験場での講座、先進農家での研修
を受けることができます。
お気軽にご相談ください。

20名程度
研修料：1日480円
食事代：朝食200円、昼食400円、夕食400円
※宿泊施設と食堂を完備
研修期間：  
「一般コース」3、6、12ヶ月コース
「熟年コース」3、6ヶ月コース（原則）
※要面接。随時受付。
※宿泊無料（要：シーツクリーニング代）

内
容

定
員

料
金

U
R
L

備
考

http://www.nogyo.tosa.pref.kochi.
lg.jp/kikan/agri/

http://www.pref.kochi.lg.jp/̃nousei/
newinaka/

随時募集中！！
見学　体験　大歓迎

長期研修生、
新いなかビジネススクール受講生

　新いなかビジネススクールは、「農業
にチャレンジしてみたい」「農業の勉強を
したい」という就農を希望する方のため
に、高知県が実施しているインターネット
での通信講座です。
　就農するために必要な知識や農業技
術、高知県農業の概要を学ぶことがで
きます。
　スクーリング（実習・農家視察など）
へも参加できます。

50名
受講料：無料
スクーリング参加費：1日480円

スクーリング日程
平成23年 6 月 17日（金）～19日（日）
 10 月 14日（金）～16日（日）
 12 月  9 日（金）～11日（日）
平成 24年 2 月 17日（金）～19日（日）

兵庫県で農業を新たに始めたい人へ相談会を開催します。特に、今回は平
日に仕事を持たれている方へのため、土日や夜7時まで相談に対応します。
　●期間　平成23年3月10日(木)～3月16日(水)
　●時間　11:00～19:00
　●場所　デュオこうべ(JR神戸駅南側地下街)デュオぎゃらりーⅡ

開催情報

ひょうご就農支援センター

〒650-0011 神戸市中央区中山手通4-15-3 農業共済会館3F
FAX：078（391）8755　　メール：hyogo-shuou1@true.ocn.ne.jp

お問い合せ先 078（391）1222
ひょうご就農支援センター

就農相談会 in デュオこうべ
あなたにあった「農業」を一緒に考えます！
農業未経験の社会人、学生で就農を希望する人を支援します！

就農したいが
どうすればよいか
わからない

農業の体験が
したい

農業がしたいので
色々な

情報が欲しい

農業法人に
就職したい

幕別町

札幌

旭川

帯広

短期研修生
１年を基準にした農業体験コースです。こ
れから新規就農を目指す方はもちろん、
「食」や「農」についてもっと知りたい、北
海道幕別町の畑で働いてみたい、農作
業を体験したいなど、農業に関心のある
方を幅広く歓迎します。
※ご希望に合わせて、研修期間の設定可能

フロンティア研修生
新規就農を目標にするコースです。「農業
人になる！」という信念をお持ちの方は、短
期研修を終了した後に審査を経て、この
コースに進み、より実践的な研修を受ける
ことができます。

●募集人員：若干名
○新規就農を目指す、概ね35才までの方。
　体験コースを希望する方については、年
齢は問いませんが、心身ともに健康で農
作業が可能な体力のある方。

○普通自動車免許が必要です。
※新規就農を目指される方については、必
要となる自己資金を準備できること。
　妻帯者が前提となります。
※現在、忠類地区において、酪農で新規
就農を目指す方を大募集 ！ 詳しくは、
事務局までお問い合わせください。

○アパート形式の住宅を完備していますの
で、プライベートはしっかり確保されます。
オール電化対応の快適な施設です。
○幕別・札内市街地までは車で15分ほ
どで、金融機関や食料品等の生活に
必要なものが揃います。隣接する帯広
市・忠類市街地へは30分程度です。

募集情報

こんな方を募集します

生活環境

北海道 幕別町

北海道中川郡幕別町字新和162番地128
FAX. 0155（57）2716
E-mail:nogyosinkokosya@north.hokkai.net
http://north.hokkai.net/nogyosinkokosya

0155（57）2711

まくべつ農村アカデミー
事務局  財団法人幕別町農業振興公社

「自然に囲まれて仕事がしたい」「家族との時間を大切にしたい」
十勝平野の真ん中で、あなたの目指す農業を実現してみませんか。
幕別町は、畑作、路地野菜、酪農等の多様な農業が営まれており、きっとあな
たの希望する研修ができるでしょう。
まくべつ農村アカデミーは、平成７年に開校以来、多くの卒業生を送り出してき
ました。本気で農業について考えたいのなら、私たちはきっとあなたの力にな
ることができます。

空と土の間で生きるという選択

生活環境

大分県

〒870-8501 大分県大分市大手町3-1-1　　E-mail：info@iju-oita.jp
移住・交流ポータルサイト「おおいた暮らし」http://www.iju-oita.jp/

097（506）2116
大分県 観光・地域振興局 計画調整班

大分県で田舎暮らしを体験
してみませんか？
県内各地域の特色ある
「おおいた暮らし」が実感できる
体験メニューと
身も心も安らぐ宿泊施設を
パッケージにしたプログラムの
参加者を募集しています。
詳細は、HPでご覧ください。

「おおいた暮らし体験プログラム」
好評 実施中！

大分県での新規就農情報や、
県内移住支援NPOの紹介、
新規就農者および
県内有数の温泉地に移住した
「おおいた暮らしアドバイザー」の
体験談が聞け、個別相談もできます!

「おおいた暮らしセミナーｉｎ東京」開催！
●日時：平成23年3月18日（金）（昼の部14：30～　夜の部18：30～）
●場所：ふるさと暮らし情報センター

（東京都中央区銀座4-14-11 七十七ビル3F）

おおいた暮らし体験プログラム

問い合わせ先

農業体験をしている様子

湯布院温泉
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全国新規就農相談センターのHPから
行えます。
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

「農業に興味があるので、農作業を体験してみたい」
「将来就農するために、前もって農家での仕事を知っておきたい」
このような就農希望者を対象に、全国新規就農相談センターでは、
学校や農業法人での体験・研修を支援している。
土や作物、現場の人々に触れ、農業の実際を体験してみよう！

農
業
に
興
味
は
あ
る
が
、
農
作
業
の
経
験
が

な
い
初
心
者
を
対
象
に
、「
農
業
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
」
を
伝
え
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
事

業
。
茨
城
県
の
日
本
農
業
実
践
学
園
に
泊
り
込

み
で
滞
在
し
、
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ー
ス
は
短
・
中
・
長
期
の
３
つ
が
あ
り
、

さ
ら
に
野
菜
、
稲
作
、
有
機
野
菜
、
水
耕
栽
培
、

畜
産
、
農
産
加
工
と
部
門
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。

受
講
者
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
今
ま
で
農
業

に
縁
の
な
か
っ
た
社
会
人
も
多
い
。
一
般
的
な

農
業
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
同
様
に
、
早
朝
か

ら
夕
方
ま
で
農
作
業
を
行
う
た
め
「
適
性
の
有

無
」
が
判
断
で
き
る
講
習
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
す
ぐ
に
受
講
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

か
？

Ａ
開
始
1
週
間
前
の
月
曜
日
ま
で
の
申
込

み
で
受
講
可
能
で
す
。
コ
ー
ス
ご
と
に

定
員
が
あ
り
、
開
始
日
も
異
な
る
の
で
注
意
を
。

時
期
に
よ
っ
て
は
実
習
が
で
き
な
い
部
門
も
あ

り
ま
す
。

Ｑ
長
期
コ
ー
ス
が
終
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

新
規
就
農
で
き
ま
す
か
？

Ａ
修
了
後
に
た
だ
ち
に
就
農
す
る
の
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。
農
業
法
人
で
の
研
修

な
ど
、
さ
ら
に
経
験
を
積
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
参
加
し
た
人
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ「
本
や
家
庭
菜
園
で
は
学
べ
な
い
、
実
践

的
な
部
分
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
体

力
の
な
さ
を
実
感
し
た
」「
普
段
口
に
し
て
い
る

も
の
が
、
こ
れ
だ
け
手
が
か
か
っ
て
い
る
の
に

驚
い
た
」「
自
分
で
作
っ
た
パ
ン
が
直
売
所
で
売

ら
れ
て
い
く
の
に
感
動
し
た
」「
は
じ
め
て
本
物

の
牛
を
間
近
で
見
て
、
予
想
以
上
に
大
き
く
て

ひ
と
な
つ
こ
い
と
思
っ
た
」「
有
機
コ
ー
ス
で
は

野
菜
の
敵
と

思
わ
れ
る

雑
草
を
、
乾

燥
止
め
や

養
分
と
し
て

用
い
る
の
に

驚
い
た
」
な

ど
で
す
。

農
業
学
校
で
農
業
の
基
礎
が
学
べ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ 

農
業
体
験
・
研
修

チャレンジ・ザ 農業体験・研修の参加者（2010年度）

参加総数＝160人（※2011年1月現在までの数）

0 20 40 60 80 100％

0 20 40 60 80 100％

無職
48.1％

職種別

年齢別

社会人
30.6％

学生
8.8％

その他
2.5％

フリーター
10％

20歳以下
11.9％

50～59歳
5.6％

60歳以上
1.2％

40～49歳
13.8％

30～39歳
26.9％

20～29歳
40.6％

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ 

農
業
体
験
・
研
修
の
概
要

期間
【
短
期
農
業
体
験
コ
ー
ス
】
5
日
間
（
3
日
間
も
可
）

【
中
期
農
業
研
修
コ
ー
ス
】
1
カ
月

【
農
業
実
践
コ
ー
ス
】
3
カ
月

内容

3
コ
ー
ス
共
通
で
①
〜
⑥
の
部
門
が
あ
り

①
稲
作
（
10
㌶
の
水
田
で
の
水
稲
の
栽
培
）

②
野
菜
（
各
種
野
菜
の
栽
培
）

③
有
機
野
菜
（
各
種
野
菜
の
有
機
栽
培
、堆
肥
づ
く
り
）

④
水
耕
栽
培
（
ミ
ツ
バ
、
レ
タ
ス
、
ミ
ズ
ナ
な
ど
葉
菜

類
の
栽
培
）

⑤
畜
産
（
乳
牛
の
飼
育
管
理
）

⑥
農
産
加
工
（
季
節
の
農
産
物
の
加
工
《
漬
物
、
ジ
ャ

ム
、
豆
腐
、
味
噌
等
》、
パ
ン
・
菓
子
類
の
製
造
）

費用
【
短
期
農
業
体
験
コ
ー
ス
】　

2
万
2
0
0
0
円

　
（
3
日
間
コ
ー
ス
は　

1
万
4
0
0
0
円
）

【
中
期
農
業
研
修
コ
ー
ス
】　

7
万
7
0
0
0
円

【
農
業
実
践
コ
ー
ス
】　

20
万
2
0
2
0
円

※
費
用
の
内
訳
は
、
食
費
（
3
食
）、
宿
泊
費
、
研
修
費
、

事
務
経
費
、
障
害
保
険
料
（
加
入
が
必
須
）
で
す
。

体験先

日
本
農
業
実
践
学
園

　

茨
城
県
水
戸
市
内
原
町
1
4
9
6

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
2
9
（
2
5
9
）
2
0
0
2

問い合わせ・
申込先
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー

　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
9
│
8

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3
（
6
9
1
0
）
1
1
2
6

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
草
刈
り

1
日目

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
・
袋
づ
め
、

キ
ャ
ベ
ツ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
定
植
・

水
や
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
草
刈
り

2
日目

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
・
袋
づ
め
、

キ
ャ
ベ
ツ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
定
植
・

水
や
り
・
定
植
パ
ネ
ル
の
洗
浄

3
日目

レ
タ
ス
の
収
穫
・
袋
づ
め
、

捲
種
・
定
植
・
定
植
パ
ネ
ル
の
洗
浄

4
日目

レ
タ
ス
と
ミ
ズ
ナ
の
袋
づ
め

5
日目

チャレンジ・ザ 農業体験・研修　スケジュール（例）
（短期コース・5日間・野菜及び水耕栽培コースの場合）

日本農業実践学園での農作業の様子

新規就農 検　索

申込み
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「インターンシップ」、「農業体験・研修」で
実際の農業に触れてみよう

全国新規就農相談センターの支援事業

新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
、
農
業
を
知
っ

て
も
ら
う
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
体
験
事
業
。

原
則
と
し
て
2
週
間
以
上
農
業
法
人
な
ど
に
住

み
込
み
、
農
作
業
を
体
験
す
る
。

体
験
内
容
は
受
入
先
の
経
営
作
目
や
季
節
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
農
作
業
の
ほ
か
、
農
産
物

の
直
売
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
組
立
て
な
ど
を

手
伝
う
。
ま
た
、
地
域
の
生
産
者
の
寄
合
や
社

内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

受
入
先
の
理
念
や
組
合
等
の
雰
囲
気
を
じ
か
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

体
験
中
は
受
入
先
の
一
員
と
な
る
。
先
方
に

と
っ
て
は
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
社
会

常
識
や
礼
儀
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

農
業
法
人
で
実
際
の
仕
事
が
体
験
で
き
る

農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プＱ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
先
を
選
び

た
い
の
で
す
が
…
。

Ａ
全
国
の
約
1
6
0
社
の
農
業
法
人
等
か

ら
選
べ
ま
す
。
稲
作
、
野
菜
、
花
き
、

果
樹
、
畜
産
、
酪
農
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
作

目
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｑ
体
験
後
、
受
入
先
の
法
人
に
就
職
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
就
職
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
結
果
と
し
て
、
受
入
先
の
法
人
に

就
職
し
た
人
も
昨
年
は
25
人
い
ま
し
た
。

Ｑ
参
加
し
た
人
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ「
お
客
様
扱
い
で
は
な
く
働
く
と
い
う
も

の
を
そ
の
ま
ま
体
験
で
き
た
」「
農
作
業

の
み
で
は
な
く
、
販
売
や
観
光
事
業
な
ど
、
経

営
的
な
面
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
農
家

の
一
人
ひ
と
り
が
と
て
も
親
切
に
や
さ
し
く
教

え
て
く
れ
、
ま
す
ま
す
農
業
を
す
る
魅
力
を
感

じ
た
。
作
業
し
て
い
る
と
き
の
顔
が
皆
い
き
い

き
と
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
」
な
ど
で

す
。

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

農業インターンシップの参加者（2010年度）

参加総数＝465人（※2011年1月現在までの数）

学生
57.8％

職種別

年齢別

社会人
20.9％

フリーター
5.6％

その他
0.7％

無職
15.0％

20歳以下
16.1％

50～59歳
1.3％

60歳以上
0.7％

40～49歳
4.9％

30～39歳
14.6％

20～29歳
62.4％

●
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
概
要

期間

1
週
間
か
ら
1
カ
月
以
内
（
原
則
2
週
間
以
上
）

※
休
日
は
1
週
間
あ
た
り
1
日
以
上

内容

法
人
の
経
営
作
目
に
よ
り
異
な
る

農
作
業
以
外
の
体
験
も
あ
り

受入先

約
１
6
０
社
の
農
業
法
人

（
社
団
法
人
日
本
農
業
法
人
協
会
に
登
録
）

費用

●
食
費
、
宿
泊
費
、
参
加
費
、
保
険
料
：
無
料

●
交
通
費
：
自
己
負
担

問い合わせ先

農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局

　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
9
│
8

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3
（
6
9
1
0
）
1
1
3
3

申込先

社
団
法
人
日
本
農
業
法
人
協
会

　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
9
│
8

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3
（
6
2
6
8
）
9
5
0
0

ガ
イ
ダ
ン
ス
（
法
人
と
農
地
の
紹
介
）

1
日目

水
稲
・
麦
・
大
豆
栽
培
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
研
修

2
日目

農
地
の
雑
草
と
り

3～4
日目

直
売
所
見
学
、
大
豆
の
手
入
れ

5
日目

Ｊ
Ａ
見
学
、
農
地
の
管
理

6
日目

外
部
視
察
研
修

雑
草
と
り
、中
耕
、収
穫
、出
荷
、

玄
米
の
精
米
、米
粉
の
製
粉

7～11
日目

農
機
操
作
、
農
地
管
理

12
日目

米
粉
パ
ン
な
ど
の
製
造
・
配
達

13
日目

ま
と
め
、
出
発

14
日目

農業インターンシップ　スケジュール（例）
（農事組合法人明峰ファーム・14日間・稲作の場合）

農業インターンシップの作業風景
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農
業
を
職
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
な
ら

ば
、
昨
年
の
就
農
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
基
に
行
動
を
し
て
み
よ
う
。
詳
細
は

w
e
b
サ
イ
ト
や
本
で
調
べ
た
り
、
主
催
者
に

問
い
合
わ
せ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
実
際

に
行
動
し
て
み
る
こ
と
で
具
体
的
な
「
就
農
」

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
通
年
開
催

・
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア

・
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
14
頁
参
照
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ  

農
業
体
験
・
研
修

・
就
農
相
談

●
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
・
求
人
情
報

・
地
域
の
就
農
イ
ベ
ン
ト

（
移
住
相
談
会
、
合
同
説
明
会
、
農
業
体
験
、

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

・
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
求
人
情
報

春だから、行動あるのみ
発見!!  就農までの道

●
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
と
は
？

新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
は
、
新
た
に
農
業
を
始

め
た
い
人
の
た
め
の
総
合
的
な
就
農
相
談
会

だ
。
求
人
エ
リ
ア
で
は
農
業
法
人
等
に
よ
る
合

同
会
社
説
明
会
が
、
就
農
相
談
エ
リ
ア
で
は
都

道
府
県
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
な

ど
に
よ
る
就
農
相
談
会
が
、
学
校
エ
リ
ア
で
は

進
学
説
明
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
相
談
会
と
併
行
し
て
、
農
業
法
人
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
新
規
就
農
者
に
よ
る
体
験
談

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
会
場
（
1

月
）
で
は
1
4
0
も
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、
約

1
4
0
0
人
が
訪
れ
た
。

農
業
に
興
味
が
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
農
業

体
験
・
進
学
な
ど
へ
の
一
歩
と
な
り
、
就
農
プ

ラ
ン
が
あ
る
人
に
は
、
就
農
を
実
現
す
る
足
掛

か
り
と
な
る
。

2010年度に開催された
主な農業就業イベント

就
農
相
談
（
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
・
都
道
府
県
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
で
随
時
受
付
）

農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
日
本
農
業
法
人
協
会
に
申
し
込
み
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ  

農
業
体
験
・
研
修
（
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
）

地
域
の
就
農
イ
ベ
ン
ト
（
都
道
府
県
・
市
町
村
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
主
催
）

新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
（
計
10
回
）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

●東京（池袋）

●大阪（梅田）

●愛知（名古屋）

●福岡（博多）
●東京（池袋）

●広島（広島）
●北海道（札幌）

●大阪（梅田）

●東京（池袋）

●仙台（宮城）

※　各イベントの開催有無、開催時期は、年度によって異なります。

要チェック!!  地域の就農イベント
就農したい地域の就農説明会は、都市や地域で催されているが、
タイミングよく開催されているとは限らない。しかし、案内に「就
農支援」「農業法人」という文字はなくても地域で催される「就
職合同説明会」や都市で催される「移住相談会」でも、就農
相談、就農ブースが設置されていることがある。また、新規就
農バスツアー、グリーンツーリズム、援農ボランティア、農産
物の収穫祭など多数のイベントはそれぞれの地域で開かれてい
るので、農業に触れることができる。
イベントの多くは、都道府県や市町村、全国新規就農相談セン
ター、旅行代理店の他に農業者や主催者などのwebサイトに
情報があるので、ぜひ、チェックしてほしい。

農業就業カレンダー
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林
業
体
験
や
就
業
フ
ェ
ア
な
ど
、
林
業
就

業
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
カ
レ
ン
ダ
ー

に
ま
と
め
た
。
就
職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
、
目
的
の
イ
ベ
ン
ト
が
い
つ
行
わ
れ
て
い

る
か
を
把
握
し
て
お
こ
う
。

●
通
年
開
催

・
林
業
就
業
支
援
講
習

・
都
道
府
県
の
共
同
説
明
会

こ
れ
ら
は
都
道
府
県
ご
と
に
開
催
時
期
が
異

な
り
、
開
催
ペ
ー
ス
も
年
1
〜
2
回
が
一
般
的

だ
。
移
住
希
望
地
が
絞
ら
れ
て
い
る
な
ら
、
そ

こ
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

●
季
節
開
催

・
林
業
見
学
・
交
流
ツ
ア
ー
（
春
・
秋
）

・
森も

り林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
冬
）

●
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
・
求
人
情
報

・
N
P
O
な
ど
が
主
催
す
る
林
業
体
験
イ
ベ
ン

ト
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報

・
全
国
森
林
組
合
連
合
会
Ｈ
Ｐ
の
求
人
情
報

●
林
業
見
学
・
交
流
ツ
ア
ー

将
来
的
に
林
業
就
業
を
考
え
て
い
る
人
に
向

け
た
林
業
見
学
ツ
ア
ー
。
2
0
1
0
年
は
、
日

帰
り
ま
た
は
1
泊
2
日
で
、
全
国
の
森
林
組
合

を
舞
台
に
、
春
・
秋
計
９
カ
所
で
開
催
さ
れ
た
。

●
林
業
就
業
支
援
講
習

都
道
府
県
の
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ

ー
が
主
催
す
る
、
約
20
日
間
の
講
習
。
林
業
就

業
希
望
者
を
対
象
に
、
基
本
的
な
知
識
や
安
全

に
関
す
る
座
学
及
び
機
械
操
作
の
実
習
、
就
業

相
談
を
行
う
。
刈
払
機
な
ど
の
修
了
証
取
得
や
、

１
泊
に
つ
き
4
2
0
0
円
を
上
限
と
し
た
宿
泊

補
助
な
ど
の
手
厚
い
支
援
が
あ
る
。

●
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス

全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
主
催
す
る
就
業
フ

ェ
ア
。
2
0
1
0
年
は
、
東
京
と
大
阪
の
2
会

場
で
、
2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
就

職
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
数
十
の

都
道
府
県
の
相
談
ブ
ー
ス
が
そ
ろ
う
た
め
、
遠

方
の
森
林
組
合
な
ど
と
も
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
。

林業体験や就業フェアを活用して
就業への一歩を！

林業就業カレンダー

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

2010年度に開催された
主な林業就業イベント

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
主
催
）

も
　
り

　
都
道
府
県
の
共
同
説
明
会
（
都
道
府
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
申
し
込
み
）

　
林
業
就
業
支
援
講
習
（
都
道
府
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
申
し
込
み
）

林
業
見
学
・

交
流
ツ
ア
ー
（
春
）

（
秋
）（
全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
主
催
）

※　各イベントの開催有無、開催時期は、年度によって異なります。

●

都道府県の共同説明会に参加しよう！
「共同説明会」は、都道府県の林業労働力確保支援
センターが開催する、県規模の就職説明会のこと。
開催時期や形式は団体により異なるが、年1～2回、
県内の求人が一定数集まると合同で開かれる。
例を挙げると、最初にオリエンテーションで雇用形
態や賃金などの雇用条件が提示され、次に条件に同
意した参加者と林業事業者との間で面接が行われ
る。その後、参加者と事業者それぞれが複数の希望
を提出し、センターが希望に則り雇用を調整。数日
後に、結果が電話などで通知されるという仕組みが
一般的だ。
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家
族
や
親
戚
な
ど
、
身
近
に
漁
業
従
事
者

が
い
な
い
場
合
、
就
業
支
援
フ
ェ
ア
や
講

習
会
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
イ

ベ
ン
ト
で
漁
業
の
種
類
、
仕
組
み
を
知
る
こ
と

が
漁
師
へ
の
第
一
歩
と
な
る
。

●
通
年
開
催

・
地
域
主
催
の
就
業
説
明
会

地
域
（
県
市
町
村
等
）
に
よ
り
開
催
時
期
は

異
な
り
、
主
に
漁
の
繁
忙
期
を
避
け
て
行
わ
れ

る
。
地
域
ご
と
の
開
催
な
の
で
、
必
然
的
に
そ

の
土
地
に
根
ざ
し
た
漁
を
営
む
事
業
者
の
出
展

が
メ
イ
ン
と
な
る
。
希
望
す
る
漁
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
を
調
べ
、

Ｈ
Ｐ
で
説
明
会
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

ま
た
、
開
催
地
域
の
都
道
府
県
、
市
町
村
が

支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
場
合
、
支
援
の
内
容
、

条
件
等
の
説
明
も
行
わ
れ
る
。

・
漁
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
準
備
講
習

地
域
主
催
の
漁
業
に
関
す
る
基
礎
学
講
座
。

漁
法
の
種
類
、
漁
業
の
仕
組
み
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
漁
師
に
よ
る
体
験
談
等
の
講
演
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
座
学
に
加
え
、
開
催
地
域
に
よ
っ

て
は
定
置
網
漁
等
の
体
験
学
習
も
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
体
験
学
習
が
同
時
開
催
の
場
合
、

所
要
日
数
は
お
お
よ
そ
2
日
間
と
な
る
。

ま
た
、
2
0
1
0
年
に
は
全
国
漁
業
就
業
者

確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
座
学
の
み
の

講
習
が
、
東
京
・
品
川
と
大
阪
・
難
波
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
施
設
内
で
開
催
さ
れ
た
。

ど
ち
ら
も
参
加
費
は
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
。
開
催
告
知
は
、
自

治
体
、
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー

の
Ｈ
Ｐ
に
て
行
わ
れ
る
。

●
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア

全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
、
漁
師
に
な
る
た
め
の
相
談
会
。
年
に

3
〜
5
回
、
東
京
や
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。
全

国
の
漁
協
や
漁
業
関
連
企
業
が
出
展
し
て
い
る

の
で
、
一
会
場
で
様
々
な
地
域
の
情
報
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

2010年度に開催された
主な漁業就業イベント

県
市
町
村
に
よ
る
漁
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
準
備
講
習
（
県
市
町
村
で
受
付
）

県
市
町
村
に
よ
る
就
業
説
明
会
（
県
市
町
村
で
受
付
）

全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催

漁
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
準
備
講
習

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
２
０
１
０

※　各イベントの開催有無、開催時期は、年度によって異なります。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

●福岡
●大阪
●東京

●東京

進むべき漁法を明確にしよう
漁業には、遠洋、沖合、沿岸漁業が存在する。
就業方法に大差はないが、拘束時間が異なるた
め、就業後の生活のサイクルは大きく異なる。
漁師を目指すにあたり、どの漁法に進むのか、
考えをまとめておくことが重要となる。
その際、就業支援フェアを活用すれば、出展し
ている漁師から生の意見を聞くことができるた
め、今後の方針を立てる上でも参考になるはず
だ。フェア開催まで時間がある場合は、全国漁
業就業者確保育成センターのHPで詳しく解説
しているので参考にするとよい。

就業説明会、体験学習を活用して
漁業への理解を深めることが重要！

漁業就業カレンダー
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皆
さ
ん
の
目
に
こ
れ
が
触

れ
る
の
は
弥
生
。
で
も

僕
は
寒
さ
の
極
の
中
で
書
い
て

い
る
。
今
年
の
寒
さ
は
並
み
じ

ゃ
な
い
。
荷
造
り
仕
事
を
終
え

る
の
は
五
時
。
そ
れ
か
ら
イ
チ

ゴ
に
カ
バ
ー
を
掛
け
る
が
、
手

は
硬
直
。
夕
食
に
使
う
つ
も
り

で
取
っ
て
お
い
た
小
松
菜
と
大

根
と
山
芋
を
洗
っ
て
切
る
頃
に

は
冬
の
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
の
乗
客
だ
。
も
ち

ろ
ん
あ
の
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
と
同
じ
三
等
船
客
。

去
年
の
あ
の
猛
暑
。
そ
し
て
い
ま
「
猛
寒
」。

も
し
や
、お
天
道
様
は
、足
し
て
二
で
割
れ
ば
「
え

え
塩
梅
じ
ゃ
ろ
に
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
は
。
も

し
や
こ
の
不
況
で
お
天
道
様
は
夜
の
副
業
で
も
始

め
、
本
業
に
手
抜
き
な
さ
っ
て
い
る
の
で
は
。
フ

ン
、
焼
酎
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
。
炭
酸
で
割
っ
た
り
、

湯
で
割
っ
た
り
。
こ
の
百
姓
は
割
る
の
は
嫌
い
デ

ス
。
晩
酌
の
焼
酎
は
必
ず
ス
ト
レ
ー
ト
で
飲
む
。

常
に
「
割
り
切
れ
な
い
の
が
人
生
」
っ
て
も
ん
じ

ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
ぁ
。
す
み
ま
せ
ん
、
酔
っ
た

勢
い
で
天
に
ツ
バ
す
る
よ
う
な
こ
と
を
…
…
。

●

正
月
早
々
、Ｍ
君
が
力
な
く
つ
ぶ
や
い
た
。「
ワ

シ
、
病
気
だ
。
会
社
行
き
た
く
な
い
病
に

か
か
っ
た
み
た
い
だ
」。
Ｍ
君
は

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
を
め
ざ
し

て
い
る
。
す
で
に
農
地
の
手
当

は
す
ん
で
お
り
、
ハ
ウ
ス
の
中

で
何
百
と
い
う
苗
木
を
育
成
し

て
い
る
。
そ
の
喜
び
が
大
き
け

れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
休
日
の
作

業
が
楽
し
け
れ
ば
楽
し
い
ほ
ど
、

あ
る
日
突
然
ウ
ツ
の
症
状
が
現

れ
る
。
僕
も
半
農
半
勤
を
８
年

続
け
た
。
正
月
明
け
の
出
勤
は

心
重
い
も
の
だ
っ
た
。

な
ら
、
さ
っ
さ
と
会
社
を
辞
め
れ
ば
い
い
。
Ｍ

君
自
身
は
そ
う
し
た
い
だ
ろ
う
。
だ
が
奥
さ
ん
の

心
は
違
う
。
ほ
ん
と
に
農
業
だ
け
で
食
べ
て
い
け

る
の
か
し
ら
。
ま
だ
高
校
生
の
子
供
が
い
る
な
ら

妻
と
し
て
の
不
安
は
な
お
さ
ら
だ
。
痩
せ
て
も
枯

れ
て
も
会
社
は
会
社
。
農
業
と
違
い
ボ
ー
ナ
ス
が

出
る
。
残
業
手
当
も
出
る
。
通
勤
手
当
だ
っ
て
出

る
。
百
姓
は
軽
ト
ラ
で
毎
朝
田
ん
ぼ
に
向
か
っ
て

も
通
勤
定
期
の
支
給
は
な
い
。
自
動
改
札
で
も
な

い
。
Ｍ
君
は
妻
に
尻
を
叩
か
れ
出
勤
し
た
そ
う
だ
。

さ
れ
ど
農
業
。
い
い
も
ん
だ
ぜ
。
波
長
が
合
い
、

一
度
こ
の
放
送
局
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
た
者
は
逃

れ
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
こ
か
ら
流
れ
る
「
カ
ン
ト

リ
ー
音
楽
」
に
し
び
れ
る
。
寒
い
だ
の
暑
い
だ
の

と
表
面
愚
痴
は
言
う
が
、
け
っ
こ
う
楽
し
ん
で
い

る
。

●

イ
チ
ゴ
の
例
で
見
て
み

よ
う
。
晩
秋
、
寒
気

に
当
て
た
苗
を
ト
ン
ネ
ル
・

マ
ル
チ
で
植
え
付
け
る
。
冬

来
り
な
ば
春
ま
だ
遠
し
。
夜

間
は
防
寒
カ
バ
ー
を
掛
け

る
。
今
年
は
厳
寒
ゆ
え
に
四

枚
だ
。
そ
れ
を
朝
に
な
っ
た

ら
外
し
、
日
暮
れ
に
再
び
掛

け
る
。
出
荷
の
野
菜
を
水
洗

い
し
た
僕
の
手
が
そ
こ
で
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
に
な
る
の
だ
。

風
の
な
い
日
は
ビ
ニ
ー
ル
を

外
し
、
中
に
入
っ
て
僕
は
蜜

蜂
に
も
な
る
。
授
粉
を
す
る
。

こ
れ
が
百
日
に
及
ぶ
。

イ
チ
ゴ
の
プ
ロ
は
当
然
な

が
ら
重
油
で
温
度
を
上
げ
る
。
夜
間
の
照
明
も
つ

け
る
。
こ
っ
ち
は
イ
チ
ゴ
農
家
じ
ゃ
な
い
か
ら
出

来
具
合
は
そ
こ
そ
こ
で
い
い
。
太
陽
熱
だ
け
で
作

る
と
こ
ろ
が
ス
リ
リ
ン
グ
な
の
だ
。
露
地
栽
培
よ

り
二
カ
月
早
く
、
紅
梅
を
眺
め
な
が
ら
僕
は
甘
い

香
り
を
口
に
押
し
込
む
。

が
ん
ば
れ
ば
食
え
る
。
こ
れ
が
百
姓
の
基
本
と

基
盤
で
あ
る
。
そ

れ
を
と
り
あ
え
ず

「
実
利
」
と
し
よ
う
。

こ
の
実
利
と
共
に

工
夫
と
努
力
の
精

神
的
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
が
あ
る
。「
工

夫
」
は
脳
を
刺
激
、

心
を
躍
ら
せ
、
ハ
イ

に
す
る
。
Ｍ
君
が
正

月
明
け
「
会
社
行
き
た
く
な

い
病
」
に
か
か
っ
た
の
は
、

そ
れ
だ
け
休
日
の
農
作
業
が

楽
し
か
っ
た
と
い
う
逆
証
明

だ
。
彼
は
ほ
ん
と
は
健
康
な

の
だ
。

●

食
う
た
め
に
人
は
働
く
。

働
か
な
く
ち
ゃ
食
え

な
い
か
ら
人
は
働
く
。
同
じ

働
く
で
も
、
自
分
の
裁
量
、

自
分
の
工
夫
で
す
べ
て
を
動

か
せ
た
ら
な
ん
と
愉
快
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
が
で
き
る
の

は
会
社
な
ら
部
長
ク
ラ
ス
だ

ろ
う
。
百
姓
の
日
々
は
収
入

面
じ
ゃ
比
較
の
し
よ
う
も
な

い
ゆ
え
同
音
異
義
語
、「
部

長
暮
ら
す
」
と
で
も
今
は
し

て
お
こ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
今
日
も
寒
い
ぜ
。
と
言
い
な
が

ら
僕
は
よ
く
働
く
。
大
寒
の
声
を
聞
き
つ
つ
ト
ン

ネ
ル
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
ま
い
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
に

さ
ら
に
防
寒
を
施
し
カ
ボ
チ
ャ
も
ま
い
た
。

食
う
楽
し
み
。
食
え
る
喜
び
。
鼻
水
た
ら
し
つ

つ
も
心
に
ゃ
ホ
カ
ロ
ン

（
♪
）。
花
咲
き
乱
れ
る
春
の

幻
が
眼
前
に
あ
る
。
ビ
ニ
ー

ル
を
掛
け
て
促
成
し
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
と
玉
葱
の
朝
食
。

香
り
立
つ
珈
琲
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
く
れ
ば
、

こ
れ
ぞ
「
部
長
暮
ら
す
」
と

い
う
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
。
照
れ
な
が
ら
男
が
つ
ぶ

や
く
一
月
の
朝
…
…
。

中
村 

顕
治

第 1 6 回

部
長
暮
ら
す

【なかむら・けんじ】　昭和22年山口県生ま
れ。33歳で築50年の農家跡に移住。現在
は千葉県八街市在住。典型的な多品種少量
栽培を実践。チャボを庭に放任飼育する。
ブログ「食うために生きる̶脱サラ百姓日記」
http://blogs.yahoo.co.jp/tamakenjijibaba
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こ
こ
で
は
都
道
府
県
や
関
連
団
体
が
開
設
し
て
い
る
相
談
窓
口

を
紹
介
す
る
。
I
・
J
・
U
タ
ー
ン
相
談
窓
口
で
は
移
住
に
関
す

る
情
報

│
住
居
や
地
元
企
業
へ
の
就
職
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。農

林
漁
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
場
合
は
、
専
門
的
な
内
容
と

な
る
の
で
、
各
業
種
の
相
談
窓
口
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
。
相

談
窓
口
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
段
階
と
都
道
府
県
段
階
が
あ
る
。

全
般
的
な
相
談
は
全
国
段
階
、
地
域
の
具
体
的
な
相
談
は
都
道
府

県
段
階
で
受
け
付
け
て
い
る
。
相
談
に
い
く
と
き
は
、
事
前
に
連

絡
を
し
よ
う
。 I

・
J
・
U
タ
ー
ン

農
林
漁
業
就
業

相

談

窓

口

活用しよう!! WEB iju info
URL：http://web-iju.info/

●地元に設置されているI・J・Uターン定住・相談窓口
地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
北海道 北海道移住促進協議会  定 011（251）3188 札幌市中央区北1条西7丁目　プレスト1.7ビル4階
岩手県 定住・交流サポートセンター  定 019（629）5194 盛岡市内丸10-1　県庁内

（財） ふるさといわて定住財団  就 019（653）8976 盛岡市内丸10-1　岩手県庁2階
宮城県 宮城県企画部地域振興課  定 022（211）2424 仙台市青葉区本町3-8-1
秋田県 （財）秋田県ふるさと定住機構  就 018（826）1731 秋田市御所野地蔵田3-1-1　秋田テルサ3階
山形県 すまいる山形暮らし案内所  定 023（630）3083 山形市松波2-8-1　県庁6階
福島県 福島県観光交流局観光交流課  定 024（521）7287 福島市杉妻町2-16
　 ふるさと福島就職情報センター（福島）  就 024（525）0047 福島市三河南町1-20　コラッセふくしま内

茨城県 いばらきさとやま生活「田舎暮らし相談窓口」  定 0294（72）2266 常陸太田市木崎二町937-10
栃木県 “とちぎ暮らし”推進協議会  定 028（623）2233 宇都宮市塙田1-1-20
山梨県 人材紹介バンクやまなし  就 055（223）1562 甲府市丸の内1-6-1　県庁別館3階
愛知県 愛知県交流居住センター  定  就 052（232）1750 愛知県名古屋市中区錦1-10-27 カネヨビル4階
新潟県 新潟県総務管理部地域政策課交流・定住促進班  定 025（280）5088 新潟市中央区新光町4-1
富山県 「くらしたい国、富山」推進本部  定 076（444）4496 富山市新総曲輪1-7
福井県 福井県定住サポートセンター  定  就 0776（20）0387 福井市大手3-17-1　県庁労働政策課内
長野県 田舎暮らし案内人  定 026（233）1794 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内

長野県商工部雇用・人材育成課  就 026（235）7201 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内
岐阜県 岐阜県総合企画部観光交流推進局地域振興課  定 058（272）8078 岐阜県藪田南2-1-1　岐阜県庁3階
三重県 おしごと広場みえ  就 059（222）3309 津市羽所町700　アスト3階
京都府 京の田舎ぐらし・ふるさとセンター  定 075（414）6624 京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町104-2　府庁西別館2階
兵庫県 ひょうご・しごと情報広場 若者しごと倶楽部  就 078（351）3371 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー12階
奈良県 奈良県地域振興部地域づくり支援課  定 0742（27）8474 奈良県登大路町30　奈良県庁主棟4階
和歌山県 和歌山県企画部地域交流課  定 073（441）2930 和歌山市小松原通1-1

和歌山ふるさと定住センター  定 0735（78）0005 東牟婁郡古座川町直見212
和歌山県就農支援センター  就 0738（23）3488 御坊市塩屋町南塩屋724

鳥取県 鳥取県移住定住サポートセンター  定 0857（26）7128 鳥取市東町1-220　県庁本庁内
（財）ふるさと鳥取県定住機構  定  就 0857（24）4740 鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル1階

島根県 （財）ふるさと島根定住財団  定  就 0852（28）0690 松江市朝日町478-18　松江テルサ3階
広島県 広島県交流・定住促進協議会事務局  定 082（513）2623 広島市中区基町10-52　県庁南館2階

ひろしま夢ぷらざ 田舎暮らし相談コーナー  定 082（544）1122 広島市中区本通8-28
広島県無料職業紹介所  就 082（513）3427 広島市中区基町10-52　県庁東館3階

山口県 UJIターン相談コーナー  定  就 083（976）1145 山口市小郡高砂町1-20
徳島県 徳島県就労支援プラザ  就 088（621）2350 徳島市万代町1-1
愛媛県 愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 089（922）4110 松山市宮西1丁目5番19号　愛媛県商工会連合会館3階
高知県 高知県地域づくり支援課  定 088（823）9336 高知市丸ノ内1-2-20

高知県U・Iターン人材情報センター  就 0120（103）245 高知市丸ノ内1-2-20　高知県雇用労働政策課内
佐賀県 佐賀の暮らし相談室  就 0952（25）7066 佐賀市城内1159　県庁内
長崎県 “ながさき田舎暮らし”のワンストップ窓口  定  就 095（895）2245 長崎市江戸町2-13
熊本県 熊本県地域振興部地域政策課  定 096（333）2134 熊本市水前寺6-18-1
大分県 おおいた人材Uターンセンター  就 0120（119）201 大分市高砂町2-50　OASISひろば21 ハローワークプラザ内

大分県  企画振興部 観光・地域振興局  定 097（506）2116 大分市大手町3-1-1　大分県庁舎本館3階
宮崎県 宮崎ふるさと暮らし相談窓口  定 0985（26）7047 宮崎市橘通東2-10-1

（注）   定 ＝定住情報、   就 ＝就職相談窓口
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●道府県I・J・Uターン就職情報等提供・相談窓口
地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
北海道 北海道IJU（移住） 情報センター就職相談コーナー  農  定  求 03（5212）9208 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 北海道東京事務所内

北海道東京事務所大阪支所  農  定  求 06（6344）4151 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル
青森県 あおもりキャリアセンター  農  求 03（3271）0700 東京都中央区八重洲2-2-1　住友生命八重洲ビル5階

青森県大阪情報センター  農  定  求 06（6341）2184 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 青森県大阪事務所内
岩手県 岩手県Uターンセンター  農  定  求 03（3524）8284 東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内

いわてＵターンセンター  求 06（6341）3258 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 岩手県大阪事務所内
宮城県 ふるさと宮城人材ネットワーク東京情報センター  定  求 03（5212）9048 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 宮城県東京事務所内
秋田県 Aターンプラザ秋田  定  求 03（5251）9115 東京都千代田区平河町2-6-3都道府県会館7階 秋田県東京事務所内

ふるさと暮らし情報センター秋田県ブース  定  求 03（3543）0333 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階
秋田県大阪事務所  求 06（6341）7897 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

山形県 山形県Uターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5212）8996 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山形県東京事務所内
山形県大阪事務所  農 06（6341）6816 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

福島県 ふくしまふるさと暮らし情報センター  農  林  漁  定 03（3543）0333 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階
ふるさと福島就職情報センター  求 03（3545）6140 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階ふるさと暮らし情報センター内

群馬県 ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」  農  定  求 03（3546）8511 東京都中央区銀座5-13-19　デュープレックス銀座タワー5/13  2階
山梨県 やまなしU・Iターン就職支援室  農  林  定  求 03（5213）2890 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山梨県東京事務所内

ふるさと山梨就職情報コーナー  農 06（6344）5961 大阪市北区梅田1-1-3　大阪駅前第3ビル21階 山梨県大阪事務所内
富山県 富山県東京Uターン情報センター  求 03（3816）1655 東京都文京区白山5-1-3　東京富山会館ビル5階

富山県大阪Uターン情報センター  求 06（6445）2811 大阪市西区靭本町1-9-15　近畿富山会館3階
石川県 石川県東京UＩターン相談室  農  林  漁  求 03（5212）9016 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 石川県東京事務所内

石川県大阪Uターン相談室  農  林  漁  求 06（6363）3077 大阪市北区西天満4-14-3　住友生命御堂筋ビル2階
石川県名古屋Ｕターン相談室（栄）  求 052（251）7350 名古屋市中区栄3-1-26　本町牧野ビル5階
石川県名古屋Ｕターン相談室（名古屋駅前）  求 052（589）3180 名古屋市中村区名駅南1-24-30　名古屋三井ビル本館10階

福井県 東京・福井Uターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5778）0291 東京都港区南青山5-4-41　ふくい南青山291 2階
福井県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6231）1024 大阪市中央区瓦町2-2-14

長野県 東京Iターン相談室  農  林  定  求 03（5212）9187 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 長野県東京事務所内
新潟県 にいがたUターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5771）7713 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階
岐阜県 岐阜県労働雇用課  求 058（271）4135 岐阜市薮田南2-1-1　県庁労働雇用課内
静岡県 静岡Ｕターン就職情報センター  求 03（5212）9035 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 静岡県東京事務所内 
京都府 京の田舎暮らし・ふるさとセンター  農  定 075（682）1800 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階
和歌山県 きのくにUターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5212）9057 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 和歌山県東京事務所内
鳥取県 ふるさと鳥取Uターンコーナー（東京）  定  求 03（5215）5117 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階 鳥取県東京本部内

ふるさと鳥取Uターンコーナー（大阪）  定  求 06（6455）0233 大阪市北区梅田1-1-3-2200　大阪駅前第3ビル22階 鳥取県関西本部内
島根県 島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（東京）  定  求 03（3516）6555 東京都中央区日本橋室町1-5-3　福島ビル1階 にほんばし島根館内

島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（大阪）  定  求 0120（70）2357 大阪市北区西天満3-13-18　島根ビル2階 島根県大阪事務所内
島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（広島）  農  林  漁  定  求 082（541）2410 広島市中区立町1-23　ごうぎん広島ビル3階 島根県広島事務所内

広島県 東京ふるさと就職情報コーナー  求 03（3580）0851 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー22階 広島県東京事務所内
大阪ふるさと就職情報コーナー  求 06（6345）5821 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内

山口県 ふるさと山口・東京Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 03（3231）1863 東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル1階 おいでませ山口館内
ふるさと山口・大阪Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 06（6341）0755 大阪市北区梅田2-4-13　阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪事務所内

徳島県 徳島県Uターンコーナー（東京）  農  求 03（5212）9024 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 徳島県東京事務所内
徳島県Uターンコーナー（大阪）  農  林 06（6251）3273 大阪市中央区南船場3-9-10　徳島ビル4階 徳島県大阪事務所内

香川県 香川県東京人材Uターン・コーナー  農  求 03（5212）9100 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 香川県東京事務所内
香川県大阪人材Uターン・コーナー  農  定 06（6281）1661 大阪市中央区東心斎橋1-18-24　クロスシティ心斎橋4階

愛媛県 Uターン情報コーナー  求 03（5212）9071 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階 愛媛県東京事務所内
愛媛県大阪事務所  求 06（6441）2829 大阪市西区江戸堀1-9-1　肥後橋センタービル1階

高知県 高知県東京事務所  求 03（3501）5541 東京都港区虎ノ門2-6-4　虎ノ門11森ビル8階
高知県大阪事務所  定 06（6244）4351 大阪市中央区本町2-6-8　センバセントラルビル1階

佐賀県 佐賀県首都圏営業本部  定 03（5212）9073 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階
佐賀県関西・中京営業本部  農  求 06（6344）8031 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

長崎県 長崎県東京事務所  求 03（5212）9025 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階
長崎県大阪事務所  求 06（6341）0012 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

熊本県 くまもとUターン情報コーナー  農  林  漁  定  求 03（3572）5022 東京都中央区銀座5-3-16　銀座熊本館3階 
熊本県大阪事務所  農 06（6344）3883 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階

大分県 おおいた情報館  Uターンコーナー  農  林  漁  定  求 03（6228）8770 東京都中央区銀座2-2-2　新西銀座ビル8階
大分県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6345）0071 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階
大分県福岡事務所  農  林  漁  定  求 092（721）0041 福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル10階

宮崎県 ふるさと宮崎就職相談窓口（東京）  農  林  漁  定  求 03（5212）9007 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 宮崎県東京事務所内
ふるさと宮崎就職相談窓口（大阪）  農  定  求 06（6345）7631 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 宮崎県大阪事務所内

鹿児島県 鹿児島県新規就農東京相談所  農  林 03（3506）9177 東京都千代田区有楽町1-6-4　千代田ビル9階 かごしま遊楽館内
ふるさと人材相談室（東京）  定  求 03（3506）9177 東京都千代田区有楽町1-6-4　千代田ビル9階 かごしま遊楽館内
鹿児島県新規就農大阪相談所  農 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県ふるさと人材相談室大阪事務所  定  求 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県新規就農福岡相談所  農 092（441）2852 福岡市博多区博多駅中央街8-36　博多ビル8階 鹿児島県福岡事務所内

●全国の就職情報や関連情報を提供する窓口
地方就職支援コーナー〔地方や農林漁業に関する職業相談、就職紹介、求人情報等の提供（国の機関）〕 03（3450）8632 東京都港区港南2-5-12　ハローワーク品川 品川庁舎4F

ふるさとプラザ東京〔全国のグリーツーリズム （ふるさと体験）情報提供〕 03（3548）2310 東京都中央区八重洲1-5-3　不二ビル8階 （財） 都市農山漁村交流活性化機構内

ふるさと情報プラザ〔全国の自治体観光パンフレット等の提供〕 03（3284）0855  東京都千代田区有楽町1-7-1　有楽町電気ビル 南館1F

（注）   農 ＝農業就業情報、   林 ＝林業就業情報、   漁 ＝漁業就業情報、   定 ＝定住情報、   求 ＝地元企業求人情報
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●新規就業希望者の相談窓口
全国新規就農相談センター
〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8
中央労働基準協会ビル2階　全国農業会議所内
TEL. 03（6910）1133（相談用）
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

就業相談窓口

都道府県新規就農相談センター
都道府県青年農業者等育成センター 都道府県農業会議
指定法人 電話番号 指定法人 電話番号

（財）北海道農業開発公社　北海道農業担い手育成センター 011（271）2255 北海道農業会議 011（281）6761（直）
（社）青い森農林振興公社 017（773）3131 青森県農業会議 017（774）8580（直）
（社）岩手県農業公社 019（623）9390 岩手県農業会議 019（622）5825（直）
（財）みやぎ農業担い手基金 022（264）8238 宮城県農業会議 022（275）9164（直）
（社）秋田県農業公社 018（884）5512 秋田県農業会議 018（860）3540（直）
（財）やまがた農業支援センター 023（641）1117 山形県農業会議 023（622）8716（直）
（財）福島県農業振興公社 024（521）9848 福島県農業会議 024（524）1201（直）
（財）茨城県農林振興公社 029（239）7131 茨城県農業会議 029（301）1236（直）
（財）栃木県農業振興公社 028（648）9511 栃木県農業会議 028（648）7270（直）
（財）群馬県農業公社 027（251）1220 群馬県農業会議 027（280）6171（直）
（社）埼玉県農林公社 048（558）3555 埼玉県農業会議 048（829）3481（直）
（財）千葉県水産振興公社 043（222）9136 千葉県農業会議 043（222）1703（直）
（財）東京都農林水産振興財団 042（528）1357 東京都農業会議 03（3370）7145（直）
神奈川県農業技術センターかながわ農業アカデミー ※1 046（238）5274 神奈川県農業会議 045（201）0895（直）
（財）山梨県農業振興公社 055（223）5747 山梨県農業会議 055（228）6811（直）
（社）岐阜県農畜産公社 058（276）4601 岐阜県農業会議 058（268）2527（直）
（社）静岡県農業振興公社 054（250）8991 静岡県農業会議 054（255）7934（直）
（財）愛知県農業振興基金 052（951）3626 愛知県農業会議 052（962）2841（直）
（財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226 三重県農業会議 059（213）2022（直）
（社）新潟県農林公社 025（281）3480 新潟県農業会議 025（223）2186（直）
（社）富山県農林水産公社 076（441）7396 富山県農業会議 076（441）8961（直）
（財）いしかわ農業人材機構 076（225）7621 石川県農業会議 076（257）7066（直）
（社）ふくい農林水産支援センター 0776（21）5475 福井県農業会議 0776（21）0010（代）
（社）長野県農業担い手育成基金 026（231）6222 長野県農業会議 026（234）6871（直）
（財）滋賀県農林漁業後継者特別対策基金 077（523）5509 滋賀県農業会議 077（523）2439（直）
（社）京都府農業開発公社 075（417）6847 京都府農業会議 075（441）3660（直）
（財）大阪府みどり公社 06（6266）8916 大阪府農業会議 06（6941）2701（直）
（社）兵庫みどり公社 078（361）8116 兵庫県農業会議（ひょうご就農支援センター） 078（391）1222（直）
（財）奈良県振興公社 0742（23）6148 奈良県農業会議 0742（22）1101（代）
（財）和歌山県農業公社 073（433）5547 和歌山県農業会議 073（428）4165（直）
（財）鳥取県農業農村担い手育成機構 0857（26）8350 鳥取県農業会議 0857（26）8371（直）
（財）しまね農業振興公社 0852（32）2300 島根県農業会議 0852（22）4471（直）
（財）岡山県農林漁業担い手育成財団 086（226）7423 岡山県農業会議 086（234）1093（直）
広島県農業経営課相談窓口 ※1 082（224）0129 広島県農業会議 082（545）4146（直）
（財）やまぐち農林振興公社 083（924）8900 山口県農業会議 083（923）2102（直）
（財）徳島県農業開発公社 088（621）3083 徳島県農業会議 088（621）3054（直）
（財）香川県農業振興公社 087（831）3211 香川県農業会議 087（812）0810（直）
（財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（945）1542 愛媛県農業会議 089（921）4438（直）
（財）高知県農業公社 088（823）8618 高知県農業会議 088（824）8555（直）
（財）福岡県農業振興推進機構 092（716）8355 福岡県農業会議 092（711）5070（直）
（財）佐賀県青年農業者育成センター 0952（25）7106 佐賀県農業会議 0952（23）7057（直）
（財）長崎県農林水産業担い手育成基金 095（895）2935 長崎県農業会議 095（822）9647（直）
（財）熊本県農業後継者育成基金 096（385）2679 熊本県農業会議 096（384）3333（直）
（社）大分県農業農村振興公社 097（535）0400 大分県農業会議 097（532）4385（直）
（社）宮崎県農業振興公社 0985（51）2631 宮崎県農業会議 0985（73）9211（直）
（社）鹿児島県農業・農村振興協会 099（213）7223 鹿児島県農業会議 099（286）5815（直）
（財）沖縄県農業後継者育成基金協会 098（866）2280 沖縄県農業会議 098（889）6027（直）
※1 指定法人ではありませんが、就農相談を行っています。※2 火、水、木曜日10：30 ～16：00

※2
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●新規就業希望者の相談窓口
林業労働力確保支援全国センター
〒101-0047　東京都千代田区内神田1-1-12
コープビル全国森林組合連合会内
TEL：03（3294）9713
http://www.nw-mori.or.jp/

就業相談窓口

●地域の林業について情報を集める

都道府県 都道府県林業労働力確保支援センター等 電話番号 〒 所在地
北海道 （社）北海道造林協会 011（200）1381 060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目（道林業会館6F）
青森県 （社）青い森農林振興公社 017（732）5288 030-0801 青森市新町2-4-1（青森県共同ビル6F）
岩手県 （財）岩手県林業労働対策基金 019（653）0306 020-0021 盛岡市中央通3-15-17
宮城県 （財）みやぎ林業活性化基金 022（217）4307 980-0011 仙台市青葉区上杉2-4-46
秋田県 （財）秋田県林業労働対策基金 018（864）0161 010-0931 秋田市川元山下町8-28（県森連会館3F）
山形県 （財）山形県林業公社 023（623）3505 990-0044 山形市緑町1-9-30（緑町会館内）
福島県 （社）福島県林業協会 024（521）3245 960-8043 福島市中町5-18（県林業会館内）
茨城県 （社）茨城県林業協会 029（225）5949 310-0011 水戸市三の丸1-3-2（県林業会館内）
栃木県 （財）栃木県森林整備公社 028（643）5330 320-0033 宇都宮市本町12-11（栃木会館4F）
群馬県 （財）群馬県森林・緑整備基金 027（212）6295 371-0847 前橋市大友町1-18-7（県大友町庁舎）
埼玉県 （社）埼玉県農林公社 0494（25）0291 368-0034 秩父市日野田町1-1-44（埼玉県秩父農林振興センター内）
千葉県 （社）千葉県緑化推進委員会 0438（60）1521 299-0265 袖ヶ浦市長浦拓2号 580-148
東京都 （財）東京都農林水産振興財団 042（528）0643 190-0013 立川市富士見町3-8-1
神奈川県 神奈川県森林組合連合会 046（228）1774 243-0014 厚木市旭町1-8-14（グリーン会館3F）
新潟県 （社）新潟県農林公社 025（285）7711 950-0965 新潟市中央区新光町15-2
富山県 （社）富山県農林水産公社 076（441）6747 930-0096 富山市舟橋北町4-19（県森林水産会館6F）
石川県 （財）石川県林業労働対策基金 076（237）0121 920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-1
福井県 （財）福井県林業従事者確保育成基金 0776（38）0345 918-8567 福井市江端町20-1
山梨県 （財）山梨県林業公社 055（242）6667 400-0016 甲府市武田1-2-5（県治山林道協会内）
長野県 （財）長野県林業労働財団 026（225）6080 380-8567 長野市岡田町30-16
岐阜県 （社）岐阜県森林公社 058（277）1064 500-8384 岐阜市薮田南5-14-53（県民ふれあい会館9F）
静岡県 （社）静岡県山林協会 054（255）4485 420-8601 静岡市葵区追手町9-6（県庁西館9F）
愛知県 （財）愛知県林業振興基金 052（953）3608 460-0002 名古屋市中区丸の内3-5-16
三重県 （財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226 515-2316 松阪市嬉野川北町530
滋賀県 （財）びわ湖造林公社 077（522）8349 520-0807 大津市松本1-2-1（大津合同庁舎6F）
京都府 （財）京都府林業労働支援センター 075（821）9277 604-8424 京都市中京区西ノ京樋ノ口町123
大阪府 （社）大阪府木材連合会 06（6538）7524 550-0013 大阪市西区新町3-6-9（木材会館5F）
兵庫県 （財）兵庫県営林緑化労働基金 078（361）8010 650-0004 神戸市中央区中山手通7-28-33（県立産業会館3F）
奈良県 （財）奈良県林業基金 0742（27）4860 630-8301 奈良市高畑町1116-6（なら土連会館内）
和歌山県（社）わかやま森林と緑の公社 0739（83）2022 649-2103 西牟婁郡上富田町生馬1504-1
鳥取県 （財）鳥取県林業担い手育成財団 0857（28）0121 680-0947 鳥取市湖山町西2-413（県森連内）
島根県 （社）島根県林業公社 0852（32）0253 690-0886 松江市母衣町55-4（松江商工会議所ビル6F）
岡山県 （財）岡山県林業振興基金 086（225）9382 700-0866 岡山市北区岡南町2-5-10
広島県 （財）広島県農林振興センター 082（541）6187 730-0051 広島市中区大手町4-2-16（農林整備部森林経営課）
山口県 （財）やまぐち森林担い手財団 083（932）5286 753-0048 山口市駅通り2-4-17（県林業会館内）
徳島県 （財）徳島県林業労働力確保支援センター 088（622）8158 770-0939 徳島市かちどき橋1-41（県森連内）
香川県 香川県森林組合連合会 087（861）4352 760-0008 高松市中野町23-2
愛媛県 （財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（934）6153 790-0003 松山市三番町4-4-1（林業会館4F）
高知県 （財）高知県山村林業振興基金 0887（57）0366 782-0078 香美市土佐山田町大平80（森林総合センター内）
福岡県 （財）福岡県水源の森基金 092（732）5450 810-0001 福岡市中央区天神3-10-25（森連ビル内）
佐賀県 （財）佐賀県森林整備担い手育成基金 0952（25）7133 840-8570 佐賀市城内1-1-59（県庁林業課内）
長崎県 （社）長崎県林業協会 0957（25）0184 854-0063 諫早市貝津町1122-6
熊本県 （財）熊本県林業従事者育成基金 096（340）1151 862-0950 熊本市水前寺6-5-19（県住宅供給公社ビル204号）
大分県 （財）大分県森林整備センター 097（546）3009 870-0844 大分市大字古国府字内山1337-15（林業会館2F）
宮崎県 （社）宮崎県林業労働機械化センター 0985（29）6008 880-0802 宮崎市別府町3-1（宮崎日赤会館3F）
鹿児島県（財）鹿児島県林業担い手育成基金 0995（54）3131 899-5302 姶良市蒲生町上久徳182-1
沖縄県 （社）沖縄県林業協会 098（987）1804 900-0024 島尻郡南風原町字新川135
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●新規就業希望者の相談窓口
全国漁業就業者確保育成センター
〒101-0061　東京都千代田区三崎町3丁目1番16号
神田アメレックスビル8階（株）アール・ピー・アイ内
TEL：03(5215)5690
http://www.ryoushi.jp/

就業相談窓口

●沿岸漁業

地域 都道府県・漁業就業者確保育成センター 電話番号
北海道 北海道漁業就業支援協議会 011（280）3007
東北 青森県漁業協同組合連合会 017（722）4218

岩手県漁業協同組合連合会 019（626）8082
秋田県漁業協同組合 018（845）1311
山形県漁業協同組合 0234（24）5612

関東 千葉県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 043（242）6858
東京都漁業協同組合連合会 03（3458）4161
神奈川県漁業協同組合連合会 045（773）6777

北陸 新潟県漁業協同組合連合会 025（243）3681
富山県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 076（431）9595
石川県漁業協同組合 076（234）8818
福井県漁業協同組合連合会 0776（24）1203

中部 静岡県漁業協同組合連合会 054（254）6011
愛知県漁業担い手確保育成支援協議会 052（971）3501
三重県漁業協同組合連合会 059（228）1205

近畿 京都府漁業協同組合連合会 0773（77）2202
和歌山県漁業協同組合連合会 073（431）5101

中国 鳥取県漁業協同組合 0857（28）0111
漁業協同組合 JFしまね 0852（21）0001
広島県漁業協同組合連合会 082（278）5588
山口県漁業協同組合 083（231）2212

四国 徳島県漁業協同組合連合会 088（636）0513
香川県漁業協同組合連合会 087（825）0351
愛媛県漁業協同組合連合会 089（933）5115
高知県漁業協同組合 088（854）3600

九州 福岡県漁業協同組合連合会 092（713）1162
長崎県漁業協同組合連合会 085（828）2413
大分県漁業協同組合 097（632）6611
鹿児島県漁業協同組合連合会 099（253）7811

沖縄 沖縄県漁業協同組合連合会 098（860）2600

●沖合・遠洋漁業

全国漁業就業者確保育成センター 03（5215）5690



ふるさと定住・
雇用情報コーナー
をご活用ください！

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-5-3
福島ビル1階「にほんばし島根館」内
　　0120-60-2357
（最寄駅/地下鉄銀座線・半蔵門線「三越前駅」）

〒530-0047 大阪市北区西天満3-13-18
島根ビル2階「島根県大阪事務所」内
　　0120-70-2357
（最寄駅/地下鉄谷町線「南森町駅」）

〒730-0032 広島市中区立町1-23
こうぎん広島ビル3階「島根県広島事務所」内
　　0800-1006-435
（最寄駅/広電「立町駅」）

※相談日、相談時間は各コーナーによって違いますので、事前にご連絡されることをお勧めします。

東京 大阪 広島

都会にいながら
島根県への
ＵＩターン相談
ができます。

専門の定住
アドバイザーが
UIターンの相談に
応じます。

「ＵＩターン
無料職業紹介」
の登録・相談
ができます。

UIターン
求人情報や
企業情報等が
閲覧できます。

島根県の
ＵＩターン情報が
入手できます。

さあ、“しまね”情報をGETしよう！　場所はこちら

島根県へのUターン Iターンのご相談は…

「しまねＵＩターン総合サイト
くらしまねっと」は、島根のこ
と、仕事や住まい、暮らし、
移住体験など情報がいっぱ
い。島根で未来をさがしませ
んか。
●HPアドレス
　http://www.kurashimanet.jp

「あなたの夢探し・自分探し」
をお手伝い。それが「しまね
の産業体験」。産業体験者と
して認定されると滞在費の助
成（最長1年間）もあります。
農林水産業等をとおして島根
を体験してみませんか。

「くらしまねっと」は
島根のＵＩターン情報が満載！

「産業体験」で島根の
農林水産業等を体感しよう！

島根県地域政策課　しまね暮らし推進室
電話/0852-22-5068電話/0852-28-0690

E-mail　shimane@teiju.or.jp

島根県では、県外在住の皆様のUターンIターン
をお手伝いするために、県外の相談窓口として、
東京・大阪・広島に「ふるさと定住・雇用情報コー
ナー」を設けています。
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●就業フローチャート　多様な就農への道のり
●相談員からのアドバイス　就業前に考えておくこと
●全国農畜産物マップ
●忘れちゃならない資金の話
●新・農業人フェアで相談しよう！
●農業ってどんな仕事？　農業の体験
●農を学ぼう　農業の学校
●「農業インターンシップ」活用のススメ
●独立就農のA to Z
●農業法人への就職マニュアル
●IJUライフの心得
●就農者にインタビュー
　独立就農／ブルーベリー栽培／カフェ経営　　
　観光農園＋カフェ 新しい形を創る
　法人就職／企画・営業　　
　「農」と「人」をつなぐ　それが私の仕事　　ほか

「新規就農ナビゲーションブック」おすすめコンテンツめコ

検　索全国農業図書

し
た
い
仕
事
は
な
ん
で
す
か
？

農
業
を
仕
事
に
し
た
い
す
べ
て
の
人
に
お
く
る
、

就
農
支
援
の
プ
ロ
が
つ
く
っ
た
道
案
内
。

読
む
だ
け
で
、
一
歩
、
未
来
に
近
づ
き
ま
す
。

全国農業会議所／全国新規就農相談センター
「新規就農ナビゲーションブック　新規就農実現への道。」　

東京都千代田区二番町 9-8　　電話  03（6910）1131　　FAX  03（3261）5134　　Mail  info-books@nca.or.jp
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TPP参加問題と日本農業
どうなるTPP いまこそ考えてみよう！
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